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1. はじめに
93 
本文献目録は，ェンゲルスの全体像把握のための一環をなすものであって，わが国にお
いて1971年から1985年までの15年間に発表されたエンゲルスに関する研究文献の目録であ
る。両名は，すでに以下のようなエンゲルス研究文献に関する報告を発表しているが，今
後さらに今回の文献目録をもとに，わが国のエンゲルス研究の全体的把握を目指してゆく
予定である。なお，本文献目録の不備な点については，今後もご教示を得て整備してゆき
たい。
杉原四郎
「エンゲルス研究の動向」（『思想』 1970年3月号）
「エンゲルスの統一的全体像をもとめて」（上），（下）（『思想』 1970年1月号， 12月号）
「マルクス・エンゲルス文献抄J(未来社， 1972年1月，上記の二つを収録）
杉原四郎，小島修一
「エンゲルス生誕150年記念文献目録」（『甲南経済学論集』 25巻3号， 1985年2月）
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坂脇昭吉
「戦前のわが国におけるエンゲルス研究文献についてーエンゲルス生誕 150年によせて
」ー（『千里山経済学』 4号， 1970年10月）
「戦後のわが国におけるエンゲルス研究文献について」（『研究紀要一人文・社会科学編
』ー 23巻鹿児島大学教育学部， 1972年3月）
2. 掲載要項
(1) 1971年から 1985年までにわが国で発表されたエンゲルスに関する研究文献を年代順
に，著者五十音順に掲載した（翻訳に関しては訳者）。
(2) 掲載文献は，①表題に「エンゲルス」または「マルクス・エンゲルス」と表示されて
いるもの，②表題にエンゲルスの著作またはマルクスとエンゲルスの共同著作が表示さ
れているもの，③上記以外でも，内容においてエンゲルス自体やその考えを直接取り上
げていたり，著作を検討しているものをそれぞれ掲載した。④エンゲルスの著作の単な
る翻訳は除いた。
(3) 著書に関しては，ェンゲルスに関する章，節等も紹介した。ただし，著書全体がエン
ゲルスに関する内容の場合は書名のみとした。編著に関しては，ェンゲルスに関するも
のについて各著者とその章，節等も紹介した。論文に関しては， 1971年以降の初出論文
を掲載し，それらの収録著害をできるだけ掲示した。
(4) 出典表示に関しては，①著書は，発行所，発行年月の順に，②研究誌は，誌名，巻号，
発行所（または編集元）， 発行年月の順にそれぞれ表示した。③著書，研究誌が再掲の
場合は，原則として略表示した。
3. コメント
杉原は「エンゲルス雑感 (1969年）」で，「その生誕 150年にあたる1970年には……各国
でさかんな記念行事がおこなわれようし，それを契機に，ェンゲルス研究が一層進展する
ことが期待される」と書いた（『マルクス・エンゲルス文献抄」 73ページ）。外国では，「マ
ルクス・エンゲルス問題」を正面からとりあげた諸労作が70・80年代に現われ，小冊子な
がらマクレランやカーバーのエンゲルス論(1977, 1981年）が出版されるなど，マルクスに
附随してワキ役としてとりあげられるか，生誕何年とか主著刊行何年とかの記念の年にの
み主役として論じられるかといった従来のパターンとちがったエンゲルス論が出はじめた
（杉原「マルクス・エンゲルス問題」，『経済』新日本出版社， 1988年4月号145ページ参
94 
わが国におけるエンゲルス研究文献目録 (1971年~1985年）（杉原・坂脇） 95 
照）が，わが国でもやはり 1971年以降のエンゲルス研究につぎのような注目すべき諸傾向
が見られる。
(1)「マルクス・コメンタール」のように完結して単行本にまとめられるには至らなかっ
たが，「エンゲルス・コメンタール」が「現代の理論」に連載 (1975年11月ー1977年2月）
され，初期から晩年にいたるまでのエンゲルスの主な業績が10人（沖浦，中川，村串，古
賀，望月，杉原，福西，西田，淡路，竹内）の研究者によって論評された。
(2)エンゲルスの主要著作のうち，（イ）「ドイツ・イデオロギー」については広松渉の詳細
なテキスト・クリティークが行われ (1974年），持分問題に関する議論がさかんとなっ
た。（口）「反デューリング論」については刊行百年 (1977年）を契機に諸雑誌でとりあげら
れ，単行本の研究書（石田精ー・ 1984)も出た。しヽ ）「家族・私有財産・国家の起源」は，
その国家論や家族・女性論をめぐってしばしば論じられ（『女性史研究」第18集， 1984や
「経済」 246号， 1984,「歴史學研究」 540号， 1985は刊行百年の特輯号），単行本の研究書
（布村一夫・ 1980, 不破哲三・ 1984, 江守五夫・ 1985)も出た。
(3)「マルクス・エンゲルス問題」の綜合的な研究書は末だ出ていないが，前述のように
共同労作における持分問題の吟味とか，あるいは晩年のロシア論をめぐるマルクス・エン
ゲルスの比較（淡路憲治の労作・ 1971と1981や和田春樹の労作・ 1975およびその反響）と
か，あるいは新 MEGAによる資本論草稿の刊行にともなうエンゲルスの編集作業がふ
くむ問題点の吟味（たとえば市原健志・ 1985,大谷禎之介・ 1985など）とか，種々の視点
から二人の関係についての研究の深まりが見られる。
(4) エンゲルスの経済学については，農業問題（地代・土地所有論，農民・労農同盟論
など）の研究がつぎのように比較的多い。（原昭午 ・1971,渡辺満・ 1971,大内カ・ 1973,
77, 淡路憲治・ 1976, 77, 望月清司・ i976,河西勝・ 1977,楠井敏朗・ 1978,是永東彦・
1978, 小川浩八郎・ 1979,安達新十郎 ・1980,屋野中・ 1982,花田仁吾・ 1983, 田口幸一
・1984, 田中良明・ 1984,常盤政治・ 1984,横川洋 ・1985)など。
(5) 従来のわが国のエンゲルス研究で比較的顧られることのすくなかった自然弁証法や
軍事問題の領域でも，若干の労作が現われている（前者では岩崎允胤と宮原将平 ・1872,
広松渉・ 1974,今野武雄・ 1976, 田辺振太郎・ 1977,原野人・ 1978,大沼正則・ 1978,林
箕左事・ 1983,早池峰豊・ 1985など。後者では中村達・ 1981,笠井雅直・ 1982および1983,
阪部有伸・ 1983,高村慎吾・ 1985など）。
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4. 文献目録
19?1年（昭和46年）
淡路憲治
「マルクスの後進国革命像」未来社， 1971年2月
「1857年恐慌とマルクス・エンゲルス」同上，第3章所収（初出， 『岡山大学法経学
会雑誌」 18巻3号，岡山大学法経学会， 1969年2月）
「ロシア論におけるマルクスとエンゲルス」同上，第8章所収（初出， 『岡山大学経
済学会雑誌』 2巻2号，岡山大学経済学会， 1970年8月，原題「晩年のエンゲルス
のロシア像H」)
「マルクス死後のエンゲルスのロシア像」同上， 第9章所収（初出，『思想」 55号，
岩波書店， 1970年1月，原題「晩年のエンゲルスのロシア像」）
いいだ• もも
「プロレタリア世界革命論序説」三一書房， 1971年1月
「『共産党宣言」とヨーロッパー世界」同上，第1部第I章所収
「マルクスーエンゲルスのロシア論」同上，第1部第I章所収
「エンゲルスの「クリミア戦争論』」同上，第1部第1V章所収
「『東の野蛮・西の文明』一老エンゲルスの幻想」同上，第1部第v章所収
「マルクスーエンゲルスのロシア論・再論」同上，第2部第I章所収
「エンゲルスの「政治的遺言』一普通選挙と市街戦」同上，第2部第皿章所収
「階級形成論ー『宜言」諸提題の今日的検証」同上，第2部第1V章所収
石田精一
「エンゲルスの思想の現代性」「前衛J318号， 日本共産党中央委員会， 1971年1月（同
「「反デュー•リング論」の哲学研究」に収録，新日本出版社， 1984年 6 月）
「エンゲルスにおける民族問題と現代」同上
「エンゲルス生誕150年記念の2つの国際会議に参加して」「赤旗』 1971年1月17日付，
日本共産党中央委員会
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岩田 弘
「エンゲルス国家論のヘーゲル的限界」同「現代国家と革命』， IT, ，ー 口所収，現代
の理論社， 1971年1月
ゲオルク・クラウス，上杉重二郎（訳）
「ロザ・ルクセムプルグとエンゲルスー修正主義に対する闘争ー」 「歴史評論』 252号，
歴史科学協議会編，校倉書房， 1971年8月
ュルゲン・クチンスキー，宇佐美誠次郎（訳）
「エンゲルス，マルクスと文学」同「国家・経済・文学ーマルクス主義の原理と新しい
論点ー』，皿所収，法政大学出版局， 1971年12月
梅本克己
「第三の立場はあるか」同『唯物論入門』第1部第1章所収， 清水弘文堂, 1971年4
月
「エンゲルス」同上，第2部第4章所収
「先行理論との関係ーエンゲルスとヘスとマルクスー」同「唯物史領と経済学』． —, 
10所収，現代の理論社， 1971年11月
イ・ゲ・カジミーナ，岡田 進（訳）
「エンゲルスによる，ブルジョア新聞雑誌での「資本論」第1巻の宣伝」ヴェ・エス・
ヴィゴツキー編，岡田 進訳「「資本論」をめぐる思想闘争史』第2章1所収， 河出
書房新社， 1971年11月
北村寧
「史的唯物論と“社会構成体”概念ー犬丸義一氏の見解への疑問と批判一」立命館産業
社会論集』 7号，立命館大学産業社会学会， 1971年9月（後に「史的唯物論と社会構
成体」として「科学と思想』 12号，新日本出版社， 1974年4月に再掲）
京都大学経済学部調査資料室
「エンゲルス生誕150年記念論文・記事目録」 「調査資料室報』 2号， 1971年2月
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熊野 聡
「ミケーネ社会の世界史的位置づけ一太田秀通氏への疑問ー」 「彦根論叢』 150号， 滋
賀大学経済学会， 1971年6月（同「共同体と国家の歴史理論」に収録， 青木書店，
1976年8月）
「『反デューリング論」から『家族，私有財産および国家の起源」への， ェンゲルスの
国家論の発展」 「歴史評論』 252号， 1971年8月（同上収録）
ベーベル，メーリング他，栗原 祐（訳）
『エンゲルスの追憶」国民文庫版，大月書店， 1971年6月
古賀秀男
「エンゲルス研究ーその 1つの動向」『季刊社会思想』 1巻4号， 社会思想社， 1971
年12月
〔I〕 ジョン・スメサースト，エドマンド・フロウ，ルース・フロウ，古賀秀男（訳，
あとがき） 「マンチェスターにおけるフレデリック・エンゲルスとイギリス労
働者階級運動1842年ー1844年ーエンゲルス生誕150年記念ー 」
〔I〕 「生誕150年とエンゲルス研究」
小西善次
「情報科学方法論の史的展開(1)―反科学全書的科学システムとしてのエンゲルスの思想
の史的展開について」 「金沢経済大学論集』 5巻1号， 金沢経済大学経済開発研究
所， 1971年12月
「コムニスト」誌編集局
「偉大な思想家，革命家ーエンゲルス」「新世界ノート」 1971年3月号，駿台社
斎藤 稔
「マルクス・エンゲルスの社会主義経済論について」「経済志林』 38巻3・4合併号，
法政大学経済学会， 1971年1月（同「社会主義経済論序説」に収録，大月書店， 1976
年5月）
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榊 利夫
「マルクス主義の国家理論」同「国家と変革の思想』第1章所収，大月書店， 1971年4
月（初出，島田 豊代表編「講座マルクス主義哲学』第2巻所収，青木書店， 1969年
3月）
「『家族，私有財産および国家の起源』」同上，第1章付論所収（初出，「読書の友」 1967
年10月23日， 30日付所収， 日本共産党中央委員会）
「民族自決権の史的展開ーマルクス＝エンゲルスからレーニンヘー」同上，第2章I,
所収（初出，同「レーニンと民族自決権」所収，『前衛」 1971年1月号）
マルクス・エンゲルス，坂間真人（編製）
「広松 渉編集案「ドイツ・イデオロギー」第1巻第1篇「フォイエルバッハ」」改定
版，慶応大学経済学部内・解放ゼミナール準備会， 1971年9月
坂間真人
「廣松 渉編輯「ドイツ・イデオロギー」研究の深化のために一望月論文『ドイツ・イ
デオロギー」批判ー」 「反スターリン学派』1号， 1971年10月
坂本賢三
「『フォイエルバッハにかんするテーゼ」」（マルクス・コメンタール⑦） 「現代の理論』
88号，現代の理論社， 1971年5月（現代の理論編集部編「マルクス・コメンタールー
主要著作の研究的解説ーIl」に収録，現代の理論社， 1972年4月）
向坂逸郎
「エンゲルス生誕150年を回想して一そのマルクス主義への貢献」 「社会主義』 46号，
社会主義協会， 1971年1月（同誌， 214号， 1983年7月に再掲， L.F.イリチョフ編．
近江谷左馬之介訳「エンゲルス伝」に収録，労働大学， 1983年4月）
佐藤金三郎
「「資本論」第三部原稿について」 H.(:l「思想.I562号， 564号， 1971年4月， 6月
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佐藤保
「マルクス・エンゲルスの国家論一国家の発生と本質」 「唯物史観』 10号，河出書房新
社， 1972年6月
嶋津千利世
「エンゲルスの婦人解放思想ー「家族，私有財産および国家の起源」について」 「学習
の友』 46号，労働者教育協会， 1971年3月
グンター・コールマイ，渋谷 将（訳）
「エンゲルスの自由貿易論と保護関税論」『帝京経済学研究』4・5合併号，帝京大学経
済学会， 1971月6月
杉原四郎
「MEGA」 『季刊 社会思想』 1巻1号， 1971年5月（同「マルクス・エンゲルス文
献抄」に収録，未来社， 1972年4月）
鈴木鴻一郎
「『資本論」の草稿」同 r資本論逼歴』， I「資本論j散歩，九所収， 日本評論社， 1971
年7月（初出，『経済学論集』 31巻3号，東京大学経済学会， 1966年10月）
「若き日のエンゲルスーその思想形成ー」同『資本論逼歴』， Iぷりぐりむす・マルク
ス，六所収（初出，『時事教養』， 1969年1月）
関下 稔
「マルクス・エンゲルスにおける世界市場と恐慌」 「経済論叢』 108巻6号， 京都大学
経済学会， 1971年12月
副島種典
「社会主義的所有の本質一平田清明氏の所説に関連して」 『経済系』第86集， 関東学
院大学経済研究所， 1971年2月（同「社会主義と経済学理論』に収録， 青木書店，
1972年2月）
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テ・イ・ローゼンベルグ，副島種典（訳）
「カール・マルクスとフリードリヒ・エンゲルスの最初期の労作 (1844年以前）」同 r改
訳初期マルクス経済学説の形成」上巻，第1章所収，大月書店， 1971年6月
「フリードリヒ・エンゲルスの初期の経済学研究」同上，第2章所収
「カール・マルクスとフリードリヒ・エンゲルスの共同活動の初期に書かれた著作」同
上，第6章所収
「『イギリスにおける労働者階級の状態』」同上，下巻，第7章所収
「『ドイツ・イデオロギー』」同上，下巻，第8章所収
「保護貿易と自由貿易にかんするマルクスとエンゲルスの労作」同上，下巻，第11章所
収
「『共産党宜言J」同上，下巻，第12章所収
田口富久治
「マルクスにおける歴史認識と所有論ー林直道「史的唯物論と経済学」によせて一」
r科学と思想』 2号，新日本出版社， 1971年9月（同「マルクス主義政治理論の基本
問題」に収録，青木書店， 1971年10月）
「マルクス，ェンゲルスの「プロレタリア独裁』論」同「マルクス主義政治理論の基本
問題』，第4章第1節所収， 1971年10月
「『プロレタリア党』の理論の展開過程(1)ー マルクス＝エンゲルスの党論ー」同上， 第
5章二所収（初出，同「政党論」所収，『講座・マルクス主義哲学」第2巻所収， 青
木書店，・ 1969年3月）
田中正俊
「マルクス・エンゲルスの「中国論』，附 rィンド論』」歴史科学協厳会編，山口啓二，
黒田俊雄監修『歴史の名著<外国人編>」所収9 校倉書房， 1971年7月
エル・オ・ハルフィナ，中山 研ー （訳）
「法と経済の相互関係」ヴェ・ウム・チヒクヴァーゼ，中山研一訳「カール・マルクス
国家と法』第四章所収，成文堂， 1971年5月
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ガリーナ・セレプリャコワ，西本昭治（訳）
「いのちのきわみ」（プロメテウス第3部） I, 新日本新書，新日本出版社， 1971年5
月（これはプロメテウス第1部の「若きマルクス』， 第2部の「火をぬすむもの」に
つづくもので，第1部，第2部にもエンゲルスは登場するが，とくに， 1864年以降を
とりあっかった第3部〔原題「円熟期」〕には， ェンゲルスの役割がくわしく書かれ
ている）
F. テーケイ，羽仁協子（訳）
「マルクスとエンゲルスによるアジア的生産様式論の展開」同「アジア的生産様式』
第1章所収，未来社， 1971年1月
エム・エム・スミーリン，林 基（訳）
「ドイツ史における 1524-5年農民戦争の意義についてのエフ・エンゲルスの見解」
『歴史評論』 246号， 1971年1月
原秀三郎
「エンゲルス「家族，私有財産，国家の起源』」前掲「歴史の名著」所収， 1971年7月
原 昭午
「エンゲルス『ドイツ農民戦争』」同上
平田清明
「歴史的必然と歴史的選択ーマルクス「ザスーリチあての手紙」について・文献史と理
論内容ー」 (1),(2), (3)「展望』 154号， 155号， 156号，筑摩書房， 1971年10月， 11月，
12月（同「新しい歴史形成への模索」に収録，新地書房， 1982年9月）
廣松 渉
「唯物史観の原像一その発想と射程」三一書房， 1971年3月
「『上向法」の方法論的地平ーマルクス主義的弁証法の基底」 『思想』 562号， 1971年4
月（同「マルクス主義の理路」第2章に「上向法の存在論一認識論的地平」として収
録，勁草書房， 1974年5月）
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グンター・コールマイ，堀内 隆治（訳）
「エンゲルスの貿易論ーエンゲルス生誕150年，没75年を記念して」 「下関商経論集』
14巻2., 3合併号，下関市立大学学会， 1971年3月
前川忠良
「人間の自然的規定性について」同「史的唯物論の諸問題ー経済政策論体系化のために
ー』第1章所収， ミネルヴァ書房， 1971年9月
「人間欲望充足の社会的条件」同上，第2章所収
正村公宏
「『共産党宣言JI」（マルクス・コメンタール⑪） 『現代の理論』 90号， 1971年7月（前
掲「マルクス・コメンタール皿」に収録， 1972年6月）
エンゲルス，マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会（訳），中林賢二郎（解説）
『イギリスにおける労働者階級の状態』 (1),(2), (3)国民文庫版，大月書店， 1971年4月
ルチアー・グリッヒ゜，宮川 中民• 佐藤紘毅（訳）
「マルクス主義とパリ・コミューン」同『マルクス主義国家論（上）』第5章所収， 現
代の理論社， 1971年10月
「階級闘争の諸形態」同上，第6章所収
宮原将平
「自然科学とエンゲルス」 「文化評論』 1971年1月号，新日本出版社
村串仁三郎
「労働者階級の実証的歴史分析の方法についてーエンゲルス『労働者階級の状態」の方
法の場合」 「経済志林』 38巻3・4合併号，法政大学， 1971年1月
望月清司
「『ドイツ・イデオロギー」ーその市民社会論と歴史認識」（マルクス・コメンタール⑧）
「現代の理論』 88号， 1971年5月（前掲『マルクス・コメンタール1I」に収録， 1972
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年6月）
保田孝一
「ロシア革命とマルクスーエンゲルスのロシア共同体論」同「ロシア革命とミール共同
体』第1章所収，御茶の水書房， 1971年12月
良知 カ
「『聖家族』」（マルクス・コメンタール⑥） 『現代の理論』 88号， 1971年5月（前掲
「マルクス・コメンタールJI」に収録， 1972年4月）
「共産党宣言への道」同「マルクスと批判者群像』，珊所収，平凡社， 1971年10月
若林遥
「『空想から科学への社会主義の発展」を学ぶ人のために」 『月刊 学習』 122号，日本
共産党中央委員会， 1971年1月
渡辺菊雄
「マルクス・エンゲルス「共産党宜言』」前掲 r歴史の名著」所収， 1971年7月
渡部恒夫
「マルクス主義と労働組合ーマルクス・エンゲルスと大河内一男氏の見解」 『立教経済
学論叢』 5号，立教大学大学院経済学研究会， 1971年8月
渡辺 満
「マルクス・エンゲルスの労農同盟論」 「経済論究』 27号，九州大学大学院経済学会，
1971年10月
1912年（昭和41年）
シュテーラー，秋間 実（訳）
「唯物論的弁証法」レートロー他編著，秋間実訳『弁証法的・史的唯物論」上巻，第6
章所収，大月書店， 1972年5月
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レートロー，フロムクネヒト，クライン，秋間 実（訳）
「科学としての史的唯物論」同上，下巻，第8章所収， 1972年6月
浅田光輝
「幻想共同体としての国家」 「国家論研究』創刊号，論創社， 1972年2月
淡路憲治
「ロシア論におけるマルクスとエンゲルスー平田・竹内論争を中心として一」 『経済研
究」 23巻3号，一橋大学経済研究所， 1972年7月
稲葉 守
「エンゲルスの典型論とヘーゲル「美学講義』」 『哲学誌』 15, 東京都立大学哲学会，
1972年12月
井野一隆
「原典解説 エンゲルス『フランスとドイツにおける農民問題』」 『月刊学習』 141
号， 1972年8月
岩崎允胤，宮原将平
「物質の運動諸形態と自然の階層性・歴史性」同『現代自然科学と唯物弁証法』第1編
w所収，大月書店， 1972年9月
「生命の本質」同上，第3編Vil所収
上田耕一郎
「マルクス・エンゲルスの『同時革命」論とレーニン，スターリン」同「一国革命と世
界革命ー現代革命の歴史的条件ー」（上）所収，『科学と思想』 4号， 1972年4月（同
「先進国革命の理論』第 I部に収録，大月書店， 1973年4月）
王激
「エンゲルスはデューリングの先険論をどのように批判したか」 『季刊現代中国』， 1 
号，経済往来社， 1972年3月（初出，『人民日報』 1971年1月28日号，中国共産党）
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大島国雄
「経営学と「主体の論理」ーエンゲルス「フォイエルバッハ論」に関連して」「会計」
102巻3号， 日本会計学会， 1972年9月
大藪龍介
「マルクス・エンゲルスのイギリス国家論」 「政治研究」 23号，九州大学政治研究室，
1972年11月 （同『マルクス・エンゲルスの国家論」に収録， 現代思潮社， 1978年4
月）
岡稔
「社会主義のもとでの所有ーいわゆる「個体的所有」をめぐる論争によせて」 「現代と
思想』 8号，青木書店， 1972年6月
坂間真人
「『ドイツ・イデオロギー』文献批判の意味一廣松編集案の検討にむけて一」 「情況」
1972年 1月号，情況出版社
「ソ連マルクス・レーニン主義研究所訪問記ーバガトウリア教授との対談ー」 「現代の
理論』 98号， 1972年3月
「コメント（一望月清司「『ドイツ・イデオロギー』」ー）」前掲rマルクス・コメンタ
ールm」所収， 1972年6月
「『ドイツ・イデオロギー」の校訂問題について一新 MEGAへの意見書」 『現代ロシ
ア語』 1972年7月号，現代ロシア語の会
「マルクス学説の再興ー「平田清明説』への批判的評註ー」＜上＞，＜下＞「情況』
1972年10月号， 12月号
坂本賢三
「コメント（一良知 力「『璧家族」」ー）」前掲「マルクス・コメンタール1[」所収，
1972年4月
坂脇昭吉
「戦後のわが国におけるエンゲルス研究文献について」「研究紀要一人文・社会科学編
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』ー 23巻，鹿児島大学教育学部， 1972年3月
向坂逸郎
「『マルクス・エンゲルス全集」の翻訳」同「わが資本論』第1部第4章所収，新潮社，
1972年12月
「エンゲルスの役割」同上，第2部第2章所収
佐藤金三郎
「『資本論」第三部原稿について（三）」「思想』 580号， 1972年10月
柴田 陽
「物象化論の哲学の地平ーマルクス主義の極北にむけて一廣松 渉ノート」「情況』1972
年1月号
嶋津千利世，原田二郎
「古典研究 エンゲルス「家族，私有財産および国家の起源』」 「婦人通信」 1972年9
月号， 日本婦人団体連合会
杉原四郎
『マルクス・エンゲルス文献抄」未来社， 1972年11月
「エンゲルス「共産主義の原理」小論一生誕150年に寄せて一」同上所収（初出，｀『現
代と思想』 1号， 1970年10月）
「ヘーゲル・エンゲルス・レーニン一生誕200年・ 150年・ 100年に寄せて一」同上所
収（初出，『甲南大学新聞』 174号，甲南大学新聞会， 1970年9月）
「エンゲルス雑感」同上所収（初出，『未来』 36号，末来社， 1969年9月）
「エンゲルス研究の動向」同上所収（初出，『思想』 549号， 1970年3月）
「エンゲルスの統一的全体像をもとめて一わが国のエンゲルス研究史の素描ー」同上
所収（初出，『思想』 556号， 557号， 1970年10月， 11月）
「マルクス・エンゲルス著作集 (MEW)」同上所収（初出，『経済論集』 18巻3号，
関西大学経済学会， 1968年8月）
「マルクスとエンゲルスの蔵書」同上所収（初出，『経済論集』 18巻 1号，関西大学，
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1968年4月）
高島善哉
「市民社会，貨幣および国家の論理をめぐって一反批判と自己批判のために一」 「現代
と思想』 8号， 1972年6月
A. コルニュ， w.メンケ，武井勇四郎（訳）
「『真正」社会主義対科学的社会主義」同訳， 解説「モーゼス・ヘスと初期マルクス』
第4章所収，未来社， 1972年7月
武井勇四郎
「解説ー主としてわが国におけるヘス研究の動向一」同上，解説所収
谷嶋喬四郎
「自然弁証法」『弁証法の社会思想史的考察ーヘーゲル・マルクス・ウェーバーー』序
論，第2章4所収，東京大学出版会， 1972年4月
土屋保男
「フリードリヒ・エンゲルス」本田喜代治，江口朴郎， 浜林正夫編「進歩と革命の思
想」下，第15章所収，新日本出版社， 1972年1月
ハインリヒ・ゲムコー責任編集，土屋保男，松本洋子（訳）
「フリードリヒ・エンゲルスー伝記ー」上，下（エンゲルス生誕150年記念）大月書店，
1972年1月， 2月
ガリーナ・セレプリャコワ，西本昭治（訳）
「いのちのきわみ」 II'Il[,新日本新書，新日本出版社， 1972年1月， 7月
服部文男
「『共産党宣言』成立史をめぐるいくつかの問題」 「経済学』 102・103合併号， 東北大
学経済学会， 1972年5月（同「マルクス主義の発展」に収録，青木書店， 1985年5月）
「マルクスおよびエンゲルスの経済学研究の歩み」富塚良三編『経済分析入門』第1
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編第5章二所収，有斐閣， 1972年6月
花崎泉平
「コメント（一正村公宏「『共産党宜言』」ー）」前掲『マルクス・コメンタール1[』所
収， 1972年6月
林直道
「史的唯物論と『個人的所有」ー田口富久治氏の拙著「史的唯物論と経済学」への批評
に答える一」 「科学と思想』 5号， 1972年7月 （同『史的唯物論と所有理論」に収
録，大月書店， 1974年2月）
廣松 渉
「老エンゲルスの遺した問題」同『現代革命論への模索』第2章第1節所収，新泉社，
1972年7月
ガリーナ・セレブリャコワ，福井研介＇（訳）
「物語マルクス・エンゲルス伝 1. 青春』， 『2.戦端』， 『3.亡命』， 『4.資本論』， 『5.葬
送」合同出版， 1972年3月， 4月， 5月， 6月， 11月。
福井孝治
「マルクスとエンゲルスの手紙」＇「経済』 97号，新日本出版社， 1972年5月
福富正美
「マルクスの『個人的所有」論について一林直道氏による平田説批判の検討ー」 「経
済論叢』 109巻3号， 京都大学， 1972年3月 （福富正美，田口幸一「社会主義と共同
占有ー「個人的所有の再建」論争と甦るマルクス・エンゲルスー」に収録，創樹社，
1984年2月）
「B・N・ザスーリッチの手紙への回答およびそれの下書きー「社会的再生の拠点」と
いう認識への研究過程を中心に一」（マルクス・コメンタール⑲ー皿）「現代の理論』
101号， 1972年6月（前掲『マルクス・コメンタールV』, 1973年9月，前掲「社会主
義と共同占有」にそれぞれ収録）
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エンゲルス，藤川 覚，秋間 実（訳，注，解説）
「フォイエルバッハ論」国民文庫版，大月書店， 1972年8月
ベーター・デーメッ，舟戸満之（訳）
「批評家としての若きフリードリヒ・エンゲルス」同「マルクス・エンゲルスと詩人た
ち』第1章所収，紀伊国屋書店， 1972年3月
「マルクス主義文芸理論の批評家としての晩年のエンゲルス」同上，第5章所収
降旗節雄
「エンゲルスと帝国主義」同「帝国主義論の史的展開』第2章所収，現代評論社， 1972
年3月
「『宇野理論」とは何か」（上），（下） 「北海道大学新聞』 1972年3月15日付， 4月1日
付，北海道大学新聞会
正村公宏
「リプライ(-花崎泉平「コメント」ー）」前掲 rマルクス・コメンタールI」所収，
1972年6月
マルクス，ェンゲルス，水田 洋（訳，注）
「共産党宣言，共産主義の諸原理』講談社文庫版，講談社， 1972年11月
レーニン，村田陽一（訳）
「国家論ノートーマルクス主義国家論ー」大月書店， 1972年4月
望月清司
「リプライ(-坂間真人「コメント」ー）」前掲「マルクス・コメンタールm」所収，
1972年6月
「コメント(-坂本賢三「『フォイエルバッハ・テーゼ』」一）」前掲『マルクス・コメ
ンタールI」所収， 1972年4月
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アルフレート・シュミット，元浜晴海（訳）
「自然弁証法のエンゲルス的形態の批判のために」同「マルクスの自然概念』第1章
(B)所収，法政大学出版局， 1972年12月
「弁証法的唯物論における歴史と自然の関係のために」同上，付録所収
山田政治
「マルクス主義国家理論の形成過程」 (1), (2) 『島大法学」 17号， 18号， 島根大学
法学会， 1972年2月， 8月
良知 カ
「リプライ(-坂本賢三「コメント」ー）」前掲「マルクス・コメンタールI』所収，
1972年4月
和田春樹
「マルクス・エンゲルスと革命ロシア（上）ーロシア研究の開始から最初の結論まで一」
『思想』 582号， 1972年12月（同「マルクス・エンゲルスと革命ロシア』に収録，勁
草書房， 1975年11月）
1973年（昭和48年）
岩崎允胤
「現代の物質観一階層性と歴史性」同「現代唯物論とをの歴史的伝統J, N所収， 北海
道大学図書刊行会， 1973年3月
岩淵慶一
「マルクスの疎外概念とマルクス主義一廣松 渉氏の疎外論批判の批判ー」 (1),(2),
(3), (4)「現代の理論』 111号， 114号， 115号， 116号， 1973年4月， 7月， 8月，
9月
江守五夫
「母権と夫権一婚姻にみる女性の地位ー」弘文堂， 1973年9月
「史的唯物論からみた家族の起源」青山道夫ほか他編「講座家族」第1巻所収， 弘文
堂， 1973年11月
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マルクス，ェンゲルス，大内 力（編，訳，解説）
「マルクス・エンゲルス農業論集」岩波文庫版，岩波書店， 1973年5月 エンゲルスの
労作はつぎの 6篇がおさめられている。「イギリス殻物法の歴史」， 「イギリス農業労
働者のストライキ」，「アメリカの食料と士地問題」，「マルク」，「プロイセン農民の歴
史」，「フランスおよびドイツにおける農民問題」
大薮龍介
「唯物史観としての国家観の形成」 「現状分析j57号， 1973年12月（前掲，同『マルク
ス・エンゲルスの国家論」に収録）
熊野 聡
「エンゲルスの国家発生論をめぐる若干の問題」 「歴史評論』 273号， 1973年2月（前
掲，同「共同体と国家の歴史理論jに収録）
黒須純一郎
「初期マルクスとエンゲルスにおける個人と共同体の原像一史的唯物論と現実的共同体
ー」田村秀夫編「市民社会批判の系譜』第5章A所収， 中央大学出版局， 1973年12
月
w. シュッフェンハウエル，桑山 政道（訳）
「古い唯物論と新しい唯物論。マルクスの「フォイエルバッハに関する綱領」一新しい
世界親の創造的な芽生えー」同「フォイエルバッハと若きマルクスーマルクス主義的
世界観の成立史のために一』第5章所収，福村出版， 1973年2月
後藤道夫
「エンゲルスの自然観における哲学的唯物論の不徹底について（上）」「唯物論』 45号，
東京唯物論研究会， 1973年4月
バガトゥーリャ，坂間真人（訳，解説）
「マルクス主義の歴史における『ドイツ・イデオロギー」の位置」 「情況』 1973年 1
月号
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坂間真人
「『ドイツ・イデオロギー」研究への提言」同上
佐々木佳代
「エンゲルス「家族，私有財産および国家の起源」ー科学的世界観にもとずく婦人解放
理論ー」佐々木佳代・津田美穂子・金谷千惹子・柴田悦子「働く婦人の講座（寿岳章
子・柴田悦子監修） 8婦人論古典紹介一基礎的学習のために一』第2章所収， 汐文
社， 1973年1月
芝田進午
「三たび，マルクス主義哲学の体系論争によせて」「科学と人間』第2号， 日本科学者
会議大阪支部哲学研究会， 1973年4月（同「実践的唯物論の根本問題」に収録，青木
書店， 1978年12月）
柴田高好
「エンゲルスの国家論」 「マルクス国家論入門』第3章所収， 現代評論社， 1973年6
月
「レーニン国家論の形成」同上，第4章所収
「国家論入門」 『現代の理論J112号， 1973年5月
島岡光一
「マルクス・エンゲルスにおける経済的空間圏域をめぐる諸論点ー1840~50年代の文献
から」 「経済地理学年報』 19巻1号，経済地理学会， 1973年6月
嶋津千利世
「現代社会の家族と史的唯物論」「唯物論』創刊号，汐文社， 1973年12月（同「婦人労
働の理論」に収録，青木書店， 1978年3月）
竹内静雄
「生活闘争の基礎論ー(1)ー マルクス・エンゲルスの「公害J環境論ー」「賃金と社会保
障』 630号，労働旬報社， 1973年7月
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114 闊西大學「綬洞論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
「同一(2)ー マルクス・エンゲルスの「欲望」理論」 『賃金と社会保障』636号，1973年10月
玉井 茂
「チャーティスト運動とマルクス主義」 「科学と思想』 7号， 1973年1月
フランク・フィードラー，田村二郎（訳）
「アルフレート・シュミットはマルクス主義哲学者か？」 F.フィードラー，岩崎允胤
訳「自然科学と社会科学の統一』補遺所収，大月書店， 1973年4月
フランク・フィードラー，中川 清吾（訳）
「科学の基礎としての実践」同上，第3編1所収
布村一夫
「新しい神話学のために（をの 1)ー マルクス死去90年記念」，「同（その2)一同」「歴
史評論』 274号， 283号， 1973年3月， 12月
エミール・ボッテイジェリ，服部文男，梶原昭彦（訳）
「フリードリヒ・エンゲルス」同『科学的社会主義の形成』第7章所収， 新日本出版
社， 1973年12月
「『聖家族』」同上，第9章所収
「『イギリスにおける労働者階級の状態』， 『フォイエルバッハにかんするテーゼ』」同
上，第10章所収
「『ドイツ・イデオロギー』」同上，第1章所収
「『共産党宣言』」同上，第14章所収
土方直史
「後期マルクス・エンゲルスの階級闘争論一共同所有の高次復活へむけて一」前掲『市
民社会批判の系譜』第5章B所収
平田喜久雄
「マルクシズムの三つの源泉と三つの構成部分」同 r資本論研究入門』第2章所収，法
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律文化社， 1973年4月
降旗節雄
「マルクス・エンゲルスと世界経済分析」宇野弘蔵監修「講座帝国主義の研究一両大
戦間におけるその再編成ーI帝国主義論の形成」所収，青木書店， 1973年3月
「唯物史観と経済学」同「宇野理論の解明』第1章所収，三一書房， 1973年4月
「資本主義の世界史的発展段階」同上，第3章所収
「価値論の根本問題」同上，第4章第1節所収
「マルクス経済学におけるオーソドクシーとは何かー結びにかえて一」同上，第10章所
収
牧二郎
「物質科学」日本科学者会議編「科学論講座現代の科学論I」所収，勁草書房， 1973年
2月
ME書誌編集委員会編
「マルクスーエンゲルス邦訳文献目録（暫定版）」極東書店，ナウカ，大月書店， 1973
年11月
エマニュエル・テリー，宮本 隆（訳，解説）
「モルガン・エンゲルスと現代人類学」，「同」（完）「情況』 1973年4月号， 9月号
村串仁三郎
「労働者階級の実証的歴史分析の方法論ーエンゲルス「イギリスにおける労働者階級の
状態Jの方法に関する一考察ー」同 r賃労働理論の根本問題』第6章所収，時潮社，
1973年3月
村田陽一
「マルクスーエンゲルス歴史的一批判的全集（メガ）とマルクスーエンゲルスの文献的
遺産」「窓」別冊，ナウカ， 1973年1月
＼ 
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116 闊西大學「経清論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
村山高康
「コミューン論の前提ーマルクス・エンゲルスの著作から」 「社会学論集』 7巻1号，
桃山学院大学総合研究所， 1973年12月
望月清司
「『ドイツ・イデオロギー」における分業の論理」同「マルクス歴史理論の研究』第3
章所収，岩波書店， 1973年8月
エム・エム・ロゼンターリ，森 宏一訳
「マルクスとエンゲルスによるヘーゲルの観念論的弁証法の批判および唯物論的改造」
ロゼンターリ編著，森宏ー（訳）「マルクス主義弁証法の歴史ーマルクス主義の出
現からレーニン的段階にいたる一」上，第1部第1章所収，大月書店， 1973年5月
「『共産党宜言J一社会発展の弁証法＝唯物論的構想の仕上げの総括」同上， 上， 第1
部第2章6所収
「科学としての唯物論的弁証法の発展にとってのエンゲルスの労作の意義」同上，下，
第3部第12章所収， 1973年6月
「マルクス・エンゲルスの戦友と後継者たちの労作における弁証法の仕上げ」同上，
下，第3部第13章所収
「マルクス・エンゲルスのの弁証法と現代ブルジョア哲学」同上，下，第3部第14章所
収
森田桐郎
「『ドイツ・イデオロギー」における世界市場論」小野一一郎，行沢健三， 吉信粛
編，松井 清教授還暦記念「世界経済と帝国主義』，第1部所収，有斐閣， 1973年5月
矢川徳光
「障害者問題とじんかくの発達」 「唯物論』創刊号，汐文社， 1973年12月
山田政治
「マルクス主義国家理論の形成過程」 (3), (4)「島大法学』 19号， 20号， 1973年3
月， 11月
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和田春樹
「マルクス・エンゲルスと革命ロシア（下）ーロシア研究の開始から最初の結論まで一」
「思想』 583号， 1973年1月（前掲， 同「マルクス・エンゲルスと革命ロシア」に収
録）
「同 (2)ーバルカン危機と第二の結論ー」「思想』 590号， 1973年8月（同上収録）
「同 (3の上）ー「人民の意思」党支持と第三の結論ー」，「同 (3の中）一同一」，「同
(3の下）ー同一」「思想』 592号， 593号， 59号， 1973年10月（同上収録）， 11月（同
上収録），12月（同上収録）
1974年（昭和49年）
淡路憲治
「エンゲルスの“政治的遺書”について（上）一それをめぐる論争の流れ＿」「思想』，
602号， 1974年8月（同「西欧革命とマルクス・エンゲルス」に収録， 末来社， 1981
年10月）
「同（下）一執筆・抹消の経緯ー」「思想」 603号， 1974年9月（同上収録）
石井伸男
「望月清司「マルクス歴史理論の研究」に関する批判的覚書」「唯物論」 46号， 東京唯
研， 1974年4月
岩崎允胤
「マルクス主義の自然観」「学習の友』 1974年7月号， 8月号（同「人間的自由と科学
的精神」に収録，汐文社， 1976年1月）
岩淵慶一
「マルクス研究の二，三の問題点一坂間真人論文に応える一」「情況』 1974年5月号
「森田氏の批判に応える」「現代の理論』 125号， 1974年6月
ヴァルター・トゥーフシェーラー，宇佐美誠次郎（監訳）
「エンゲルスの「国民経済学批判大綱」とマルクスの経済的諸見解の形成にたいするそ
の意義」同「初期マルクスの経済理論資本論成立前史（上）』第2章第1節所収，
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民衆社， 1974年9月
「『聖家族」および「ドイツ・イデオロギー」における弁証法的および史的唯物論の基
礎の確立と労働価値説への転換」同上，第4章所収
梅林誠爾
「エンゲルスの唯物論的認識論一本多修郎氏のエンゲルス批判についての批判的検討
ー」「現代と唯物論』 2号， 日本科学者会議京都支部哲学部会弁証法研究会， 1974年
12月
大淵素行
「マルクス等労働交換のドグマに対するエンゲルスの弁護論の検討」「新潟大学経済論
集』 17号，新潟大学人文学部経済学科， 1974年7月
大野節夫
「エンゲルスの1859年「序文』」「経済学論叢』 22巻2・3・4合併号，同志社大学経済
学会， 1974年7月
岡崎栄松
「初期エンゲルスの価値論および分配論について一『国民経済学批判大綱」 (1844年）
を中心として一」岡崎栄松， 大島雄一編「資本論の研究ー現代マルクス経済学研究
I.JI, 〔I〕所収， 日本評論社， 1974年10
沖浦和光
「『ド・イデ」と疎外・物象化の理論一廣松説批判ー」「現代の理論』 22号， 1974年3月
ジュゼッベ・プレスティヒ゜ーノ，片桐 薫（訳）
「マルクス主義における人間と自然」グラムシ研究所編，片桐 薫訳「マルクス主義に
おける人間ー自然一社会」所収，現代の理論社， 1974年7月
熊野 聴
「国家の歴史的発生論」田口富久治編『芝田進午• 田口富久治・金子ハルオ・永原慶二
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編講座マルクス主義研究入門第二巻 政治学』第三部]X, 1所収，青木書店，
1974年10月（前掲，熊野『共同体と国家の歴史理論」に収録）
「マルクス，エンゲルスの歴史理論」同上『講座マルクス主義研究入門第4巻歴
史学』第一部I所収， 1974年12月
黒田紘一郎
「マルクス・エンゲルスの前資本制社会における分業論ノート (1)-『都市と農村の
分離』・『対立』の理解のために」『歴史評論』 93号， 1974年7月
小林 晃
「マルクス・エンゲルスの財政論 (1)」「商経論叢』 9巻4号，神奈川大学経済学会，
1974年2月
「同」「唯物史観』 13号， 1974年4月
「同 (2)」「商経論叢』 10巻2号，神奈川大学， 1974年10月
「同」 「唯物史観』 14号， 1974月10月
後藤道夫
「マルクスの自然観における哲学的唯物論の不徹底について（下）」「唯物論』 46号， 東
京唯研， 1974年4月
ルイ・アルチュセール，権 寧（訳）
「『資本論』の認識論上の命題（マルクス，ェンゲルス）」ルイ・アルチュセール，エチ
エンヌ・バリバール，権 寧，神戸仁彦訳『資本論を読む』第2部VI所収，合同出
版， 1974年5月
坂間真人
「『ドイツ・イデオロギー」の今日的課題」 「情況』 1974年1月号
バガトゥーリア，坂間真人（訳）
「『ドイツ・イデオロギー」第1編の再構成」同上
119 
120 閣西大學「紐漕論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
坂間真人
「バガトゥーリヤ教授と『ドイツ・イデオロギー』ー再びソ連邦ML研究所を訪問して
」ー 『国家論研究』 5号，論創社， 1974年12月
重田晃一
「『ドイツ・イデオロギー」研究の現段階」 『現代の理論』 122号， 1974年3月
「書評廣松版『ドイツ・イデオロギー」の成果」『思想』 606号， 1974年12月
化「森田桐郎・望月消司「社会認識と歴史理論」を読んでー「講座マルクス経済学」第1
巻ー 」 「経済評論』 1974年8月号， 日本評論社
竹内芳郎
「分業国家論と階級国家論ーエンゲルス国家論の批判ー」 「現代の眼』 15巻12号，現代
評論社， 1974年12月（同『国家と民主主義」に拡大収録，現代評論社， 1975年1月）
竹村民郎
「『ドイツ・イデオロギー」研究と私の立場一『唯物史観」の方法に関連して一」 「情
況』 1974年12月号
津田道夫
「国家の死滅ーエンゲルスの擁護ー」 「国家論研究』 4号， 1974年3月
土屋保男
『マルクス・エンゲルスの青年時代」新日本新書，新日本出版社， 19.74年9月
刀田和夫
「いわゆる『個人的所有」について」「唯物史観』 13号， 1974年2月
時永 淑
「『資本論」の理論的部分（全三部）の準備的手稿の作成ー1865年末までの時期ー」ロ
マン・ロスドルスキー，時永 淑，平林千牧，安田展敏訳「資本論成立史4-1857-
58年の「資本論」草案ー』解題3所収，法政大学出版会， 1974年2月
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「『資本論」第1部第2版の出版とその後の経過（付）エンゲルスによる編集作業」同
上，解題5所収
徳本正彦
「『国家の起源Jについての政治学的考察」 R.H. ローウィ，青山道夫訳，徳本正彦，
江守五夫解説「国家の起源』解説所収，社会思想社， 1974年3月
「政治及び国家の成立と人類学ーモーガン・エンゲルス説の批判的継承のために一」
「国家論研究』 5号， 1974年12月
ュ・ヴェ・ブロムレイ，ア・イ・ペルシッ，中島寿雄（訳）
「エンゲルスと原始史の諸問題」ブロムレイ他編，中島寿雄訳「マルクス主義と人類社
会の起源」所収，大月書店， 1974年9月
ア・エム・ハザノフ，中島寿雄（訳）
「エンゲルスと階級形成の若干の問題」同上
ュ・ヴェ・プロムレイ，中島寿雄（訳）
「エンゲルスと家族共同体の古代的形態論」同上
中村 哲
「人類史上の所有形態についてのマルクス・エンゲルスのとらえかた一とくに前資本制
的所有の諸形態について一」 「日本史研究」 141号， 日本史研究会， 1974年4月（同
「奴隷制・農奴制の理論ーマルクス・エンゲルスの歴史理論の再構成ー」に収録，東
京大学出版会， 1977年4月）
布村一夫
「新しい神話学のために（その3)ーマルクス死去90年記念」 「歴史評論」 285号，
1974年1月
「同（その4)ーマルクス・エンゲルス神話論」 「歴史評論』 294号， 1974年10月
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花崎泉平
「最良のテキストクリティーク」 「世界』 1974年12月号，岩波書店
林喜代三
「科学，ユートピア及ぴ『批判』ーFr.エンゲルスを中心にして一」 『一橋研究』 28
号，一橋大学院生自治会， 1974年12月
林直道
「資本主義的蓄積の歴史的傾向と『個人的所有」の再建の問題」 （上），（下） 『経済学
雑誌』 71巻2号， 4号，大阪市立大学経済研究会， 1974年8月， 10月
ロマン・ロスドルスキー，平林千牧（訳）
「エンゲルスとダニエルソンとの討論」前掲『資本論成立史4』第7部第30章，二，
1所収
マルクス・エンゲルス，巖松 渉（編）
「「ドイツ・イデオロギー」第1巻第1篇一手稿復元・新編輯版」河出書房新社， 1974 
年6月
マルクス・エンゲルス，廣松 渉（編，訳）
「「ドイツ・イデオロギー」第1巻第1篇一新編輯版」同上
廣松 渉
「『ドイツ・イデオロギー」の文献学的諸問題」 『情況』 1974年1月号（同 r増補マル
クス主義の成立過程」に収録，至誠堂， 1984年11月）
「『ド・イデ」と疎外論の超克」 (1),(2), (3l, (4l r情況J1974年7月号， 8月号， 9月
号， 11月号
「冒頭商品の歴史的性格規定の問題」同 r資本論の哲学』序破章第1節二所収，現代評
論社， 1974年10月
「望月清司氏の「ド・イデ」論をめぐって」『情況」 1974年12月号
「『ドイツ・イデオロギー」研究の現段階一手稿復元（河出書房）版を編んで一」 (1)~
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(8)「日本読書新聞』 1974年6月17日付号~8月19日付号（前掲，同「増補マルクス主
義の成立過程」に収録）
「歴史化された自然と自然化された歴史ーマルクス・エンゲルスの自然親に寄せて」
「哲学雑誌』 1974年10月号哲学会会誌（同「物象化論の構図」に収録， 岩波書店，
1983年1月）
「「ドイツ・イデオロギー」の国家論」 「国家論研究」 5号， 1974年12月 （同「唯物史
観と国家論」に収録，論創社， 1982年1月）
福富正美
「個人的所有と私的所有一再建される『個人的所有」の理解のために一」 「アジア経
済J15巻6号，アジア経済研究所， 1974年6月（前掲「社会主義と共同占有」に収録）
降旗節雄
「宇野理論とエングルス主義(Zへの手紙）」"NeueZeit" No. 2, 明治学院大学， 1974
年3月
「エンゲルスと帝国主義」同「マルクス経済学の理論構造」（経済学全集4)第3編第
1章所収，筑摩書房， 1974年6月
エングルス，水田 洋（訳，注）
「空想から科学ヘ一社会主義の発展ー」講談社文庫版，講談社， 1974年9月
三宅義夫
『マルクス・エンゲルス イギリス恐慌論史」上，下，大月書店， 1974年3月， 9月
望月清司
「分業・所有・市民社会ー『ドイツ・イデオロギー」の地平ー」森田桐郎，望月清司「講
座マルクス経済学1 社会認識と歴史認識』第3章所収， 日本評論社， 1974年4月
安川悦子
「ハインドマンと社会民主連盟の評価の系譜ーイギリス労働史研究の視座ー」 「研究紀
要』 23集，名古屋市立女子短期大学， 1974年2月
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124 悶西大學「経清論集」第38巻第1号 (1988年4月）
山崎カヲル
「『ドイツ・イデオロギー」編成史一廣松版の歴史的意義一」 「情況』 1974年12月号
山田政治
「ヘーゲルを視点とする「マルクス国家論Jー 柴田高好氏批判ー」前掲，田口編「講座
マルクス主義研究入門第2巻政治学』第3部1X2所収， 1974年10月
山本 啓
「『ドイツ・イデオロギー」の共同体論ー物象化論的視座への定位ー」 「情況』 1974年
12月号
湯川和夫
「国家と民主主義にかんする覚え書ー「国家と革命」および「共産党宣言」における
＜民主主義＞の概念について一」 「唯物論』， 47号，東京唯研， 1974年1月
和田春樹
「マルクス・エンゲルスと革命ロシア」 「情況』， 1974年5月号（前掲，同「マルクス・
エンゲルスと革命ロシア」に収録）
1975年（昭和50年）
秋間 実
「マルクス主義哲学的自由論の課題ー自由 Iと自由Iと一」「科学と思想』 15号， 1975 
年1月
粟田賢三
「マルクス主義と現代の自由」同上（同 rマルクス主義における自由と価値』に収録，
青木書店， 1975年10月）
チャン・コン，岩名泰得（訳）
「マルクスーエンゲルスと人間の問題」『現代と思想』 22号， 1975年12月
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岩淵慶一
「疎外論超克説批判一廣松 渉氏の反批判に応える一」「現代の理論』136号，1975年5月
「「ドイツ・イデオロギー」における疎外論の発展」 「唯物論』 48号， 東京唯研, 1975 
年9月
大内兵衛
「大内兵衛著作集第10巻マルクス・エンゲルス・レーニン」岩波書店， 1975年9
月「フリードリヒ・エンゲルス」同上， I所収（初出，「エンゲルス小伝」上，中，
下，『世界』 1964年8月号， 9月号， 10月号，同「マルクス・エンゲルス小伝」に
収録，岩波書店， 1964年）
「エンゲルス「イギリスにおける労働階級の状態』の序」同上， I所収（初出， 『学
問と現実』，東大生協出版部， 1947年，同『経済学散歩」に収録，思索社， 1947年，
黄土社， 1951年）
「エンゲルス「住宅問題』」同上， I所収（初出，『唯物史観』 1948年，同訳「エンゲ
ルス「住宅問題」」に収録，岩波文庫， 1949年）
「エンゲルス「空想より科学へ」訳者序」同上， I所収（初出， 同訳「エンゲルス
「空想より科学へ」』岩波文庫， 1946年）
大月書店編集部編，土屋保男，杉本俊朗協力
「マルクスーエンゲルス略年譜J大月書店， 1975年4月
沖浦和光
「『イギリスの状態」 (I, JI, Il)ー マンチェスタ一時代のエンゲルスーその 1」（エン
ゲルス・コメンタール①），「同一その2」（同）「現代の理論』 142号， 143号， 1975年
11月， 12月
許萬元
「弁証法」芝田進午編「講座 マルクス主義研究入門第1巻哲学』， Il所収，青木書
店， 1975年4月
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126 関西大學『経清論集』第38巻第 1号 (1988年4月）
黒沢惟昭
「初期マルクスにおける「聖家族」の位置一過渡期の社会思想」 「知の考古学』 2号
(5・6月号），社会思想社， 1975年5月
佐藤金三郎
「『資本論』冒頭の商品とエンゲルス」 『現代思想』 3巻13号，青土社， 1975年12月
ア・ヴェ・ウローエヴァ，佐藤金三郎（訳）
「これまでにブルジョアの頭に投げつけらた最も恐ろしいつぶて」同「不滅の資本論』，
第1章所収，大月書店， 1975年5月
「『資本論」英語訳の生誕」同上，第5章所収
杉原四郎
「エンゲルス研究の現段階」 「現代の理論』 142号， 1975年11月
「フリードリヒ・エンゲルス年譜(1)」同上
杉原四郎，佐藤金三郎編
『資本論物語ーマルクス経済学の原点をさぐる一」有斐閣， 1975年9月
佐藤金三郎「末完の大著ー第二巻以降とエンゲルス」同上， V, 75所収
重田 晃一「青年ヘーゲル派からの決別ー『聖家族』ー」同上， I,22所収
同 「史的唯物論の確立ー「ドイツ・イデオロギー』ー」同上， I,23所収
同 「恐慌と革命の経済学ー『共産党宜言』一」同上， I,27所収
杉原 四郎「流寓の日々一窮乏と病苦に抗して一」同上，皿， 31所収
同 「マルクスの死とその後一あとにつづくもの一」同上， V,88所収
畑 孝一「エンゲルスとの出会いー『国民経済学批判大綱』ー」同上， I, 15所収
服部 文男「産業革命とエンゲルスー『イギリスにおける労働者階級の状態』一」同
上， I,21所収
同 「最後の共同事業ー『反デューリング論』ー」同上， v,82所収
ドイツ民主共和国マルクス＝レーニン主義研究所編，全集刊行委員会（訳）
「エンゲルス初期文芸著作，全巻総索引」（『マルクス・エンゲルス芸術・文学論」第
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4巻）大月書店， 1975年5月
佗美光彦
「書評三宅義夫「マルクス・エンゲルス／イギリス恐慌史論」上，下」「季刊経済学
論集』 41巻3号，東京大学経済学会， 1975年10月
竹内芳郎
「国家論のためのエスキースー幻想国家論・分業国家論・階級国家論ー」同「国家と民
主主義」所収，現代評論社， 1975年1月
「史的唯物論の原理的再検討」同「国家と文明ー歴史の全体化理論序説ー』第1章所
収，岩波書店， 1975年6月
「国家の問題」同上，第2章所収
田中真晴
「著者ぺの手紙ー和田春樹著「マルクス・エンゲルスと革命ロシア』」 『現代の眼且16
巻5号， 1975年5月
谷嶋喬四郎
「シェリングとエンゲルス」 『実存主義』 71号，以文社， 1975年4月
中川 弘
「『国民経済学批判大綱」と初期エンゲルスの思想形成」（エンゲルス・コメンタール②）
「現代の理論』 142号， 1975年11月
中島道子
「マルクス・エンゲルスの女性解放思想」一番ケ瀬康子編「入門女性解放論」所収，亜
紀書房， 1975年
中野徹三
「マルクス主義と人間の自由」「現代と思想』 19号， 1975年3月（同「マルクス主義と
人間の自由」に収録，青木書店， 1977年3月）
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128 闊西大學「経清論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
中村 哲
「奴隷制と小経営生産様式ーマルクス・エンゲルスの歴史理論の再構成ー」 「日本史研
究』 148号， 1975年 1月 （前掲，同「奴隷制・農奴制ーマルクス・エンゲルスの歴史
理論の再構成ー」に収録）
布村一夫
「新しい神話学のために（その5完）ーマルクス・・エンゲルス神話論」 「歴史評論』
308号， 1975年12月
服部文男
「マルクス研究とマルクス主義」「現代と思想』 21号，青木書店， 1975年9月 （同「マ
ルクス主義の形成」に収録，青木書店， 1984年4月）
林直道
「エンゲルスによる第三，第四版の編集」同 rフランス語版資本論の研究」第1部m所
収，大月書店， 1975年12月
日高 普
「マルクス，ェンゲルスの社会主義像」大内 力編「現代社会主義の可能性』第1章報
告1所収，東京大学出版会， 1975年6月
廣松 渉
「『ド・イデ」と自己疎外論の超克」 (5)「情況』 78号 (1, 2月合併号）， 1975年2月
「「ドイツ・イデオロギー」とその背景ー文献学的研究から内容的研究への架橋のため
に」 (1),(2), (3)『知の考古学』創刊号， No.2 (6月号）， No.3 (8月号），社会思想
社， 1975年
「エンゲルスと青年独逸派」 「エピステー メー 』， 1975年12月号，朝日出版社
福田静夫
「物質」前掲，芝田編「マルクス主義研究入門第1巻哲学」所収， 1975年4月（福
田「自然と文化の理論」に収録，青木書店， 1982年5月）
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不破哲三
「社会構成体論争と史的唯物論」「前衛』 386号， 1975年8月 （同「科学的社会主義研
究」に収録，新日本出版社， 1976年7月）
村串仁三郎
「『イギリスにおける労働者階級の状態』」（エンゲルス・コメンタール③） 「現代の理
論』 142号， 1975年11月
矢川徳光
「マルクスを読んだころ」『経済』 134号， 1975年6月
山之内靖，和田春樹
「対談 社会主義の原像と革命ロシア」「情況』 1975年7月号
歴史教育者協議会
「エンゲルス没後80年」 「歴史地理教育』 240号， 1975年8月
和田春樹
『マルクス・エンゲルスと革命ロシア」勁草書房， 1975年1月
「マルクス・土ンゲルスと革命ロシア (1868年ー1882年）」同上，第1部所収
「エンゲルスと革命ロシア (1882年ー1895年）」同上，第2部所収
「歴史の中のマルクス・エンゲルスのロシア論」同上，第3部所収
1976年（昭和51年）
淡路憲治
「エンゲルスの保護関税論ービスマルク関税批判について」大内力編「現代資本主義と
財政・金融（加藤俊彦，武田隆夫教授還暦記念，遠藤湘吉教授追悼）」 I所収， 東京
大学出版会， 1976年7月
「エンゲルスとドイツ社会党ー『フランスとドイツにおける農民問題」を中心として一」
（エンゲルス・コメンタール⑨） 「現代の理論』 155号， 1976年12月（前掲，同「西欧
革命とマルクス・エンゲルス」に収録）
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「書評和田春樹「マルクス・エンゲルスと革命ロシア』」「歴史学研究』 433号，歴史
学研究会編，青木書店， 1976年6月
岩崎允胤，宮原将平
r科学的認識の理論」大月書店， 1976年6月
シュルテン，ヴォルフ，池田光義（訳）
『偉大な遺産」大月書店， 1976年6月
大月書店編集部
『マルクス・エンゲルス略年譜」国民文庫版，大月書店， 1976年6月
沖浦和光
「『イギリスの状態」 (I, I[, 皿）ーマンチェスタ一時代のエンゲルスー」その3,
4, 5, 6 (エンゲルス・コメンタール①） 「現代の理論』 144号， 146号， 147号，
148号， 1976年1月， 3月， 4月， 5月
川上義夫
「マルクス主義とエンゲルス主義」 "LoLus" 10号，立正大学， 1976年12月
熊野 聡
「エンゲルス国家論の再検討」同「共同体と国家の歴史理論』第1部所収，青木書店，
1976年8月
マルクス＝レーニン主義研究所（ドイツ社会主義統一党中央委員会付属）編，栗原 佑
（訳）
「モールと将軍」（マルクス・エンゲルス全集完結記念）大月書店， 1976年3月， 非売
品（同年に国民文庫全2分冊として出版）
古賀秀男
「10時間労働法問題ーエンゲルス・チャーティスト運動・共産主義者同盟」（エンゲル
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ス・コメンタール④） 「現代の理論」 144号， 1976年 1月
「チャーティストとマルクス・エンゲルス」「思想」 620号， 1976年2月
小塚久資
「減価償却基金の自由化効果と拡大効果ー「マルクス・エンゲルス効果」＝いわゆる
『ルチフ・ローマン効果」の本質」 『経済科学』 23巻3号， 名古屋大学経済学部，
1976年 3月
小林清一
「エンゲルスにおける政治と経済ー史的唯物論研究のための予備的考察ー」 「人文学
報』 42号，京都大学人文科学研究所， 1976年12月
小林 晃
「マルクス・エンゲルスの財政論(3)」 『商経論叢』 1巻2号，神奈川大学， 1976年2月
「同」 「唯物史観』 16号， 1976年4月
今野武雄
「F・エンゲルス『自然の弁証法』」『経済』 149号， 1976年9月
澤野 徹
「初期マルクスの経済学批判ー『経済学・哲学草稿」第1草稿前段の市民社会分析ー」
「専修経済学論集』 1巻1号，専修大学経済学会， 1976年9月
杉原四郎
「『共産主義の原理」と「共産党宜言」 (1)」（エンゲルス・コメンタール⑥） 「現代の理
論」 146号， 1976年3月
「フリードリヒ・エンゲルス年譜」 (2),(3), (4), (5)「現代の理論』 148号， 149号， 151
号， 153号， 1976年5月， 6月， 8月， 10月
辻 忠夫
「資本主義における国境確定の問題ーマルクス・エンゲルスのサヴォア・ニース問題評
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論によせて」「経済学論叢』 25巻1・2合併号，同志社大学， 1976年12月
暉峻衆三
「労農同盟と現代」（中）「科学と思想』 22号， 1976年10月
徳永盛ー，藤田恵子
「エンゲルスと技術の諸問題ーストスコーワの著作によせて」 『現代技術評論』 6号，
現代技術評論社， 1976年2月
N.N. ストスコーワ，徳永盛ー（訳）
「社会の発展過程で技術の果たす役割に関するエンゲルスの見解」同上
中野徹三
「マルクス，ェンゲルスにおける「プロレタリアートのディクタトゥーラ」概念」 『常
盤敏太喜寿記念論文集一人間・ 空間・時間」所収，和広出版， 1976年（同「マルクス
主義の現代探究」に収録，青木書店， 1979年10月）
「マルクス主義と人間の自由」（続）『現代と思想』 25号， 1976年9月（前掲，同『マル
クス主義と人間の自由」に収録）
中村 哲
「前近代アジアの社会構成ーマルクス・エンゲルスの歴史理論の再構成ー」 『日本史研
究』 163号， 1976年3月 （前掲， 同『奴隷制・農奴制の理論ーマルクス・エンゲルス
の歴史理論の再構成ー」に収録）
西田照見
「晩年の書簡に見られる歴史鍋と北欧論一社会科学と哲学の 1接点ー」（エンゲルス・
コメンタール⑧） 「現代の理論』 154号， 1976年11月
布村一夫
「解説」クレーダー編，布村一夫訳『マルクス古代社会ノート」所収，未来社， 1976年
2月
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野村達朗
「1850年代にぉけるマルクス＝エンゲルスのアメリカ論ー1848年以前と比較してー」
「研究報告集』 3号，愛知県立大学外国語学部「1848年」共同研究会， 1976年3月
服部文男
「『マルクスーエンゲルス全集」の現代的意義一日本語版の完結にあたって一」 『科学
と思想』 19号， 1976年1月（同「マルクス主義の形成」に収録）
「エンゲルス『空想から科学へ』」 「経済」 145号， 1976年5月
馬場宏二
「走り書き『国家と革命』」 「現代思想』 2,1976年2月
原田 実
「マルクスにおける市民社会概念についてー「ドイツ・イデオロギー」を中心として
ー」（上）「中京商学論叢』 23巻3号，中京大学学術研究会， 1976年
日南田静真
「書評和田春樹「マルクス・エンゲルスと革命ロシア』」 「史学雑誌』 85編 11号，
史学会， 1976年1月
平井俊彦
「エンゲルスの未公刊書簡」 「経済論叢』 117巻4号，京都大学， 1976年4月
「エンゲルスの未公開の手紙ー誕生日にもらった祝辞への礼状」 「朝日新聞』 1976年5
月15日付夕刊，朝日新聞社
福富正実
「『家族，私有財産および国家の起源」と80年代初頭におけるドイツ史諸研究」 .(I),
(II), (皿）， (N), (V) (エンゲルス・コメンタール⑦） 「現代の理論』 149号，
150号， 151号， 152号， 153号， 1976年6月， 7月， 8月， 9月， 10月
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藤井一行
「マルクスとエンゲルスにおける社会的自由の問題」同「社会主義と自由』， 第1章所
収，青木書店， 1976年2月
不破哲三
「科学的社会主義と執権問題ーマルクス・エンゲルス研究」 「前衛』 397号， 1976年7
月（『赤旗」に1976年4月27日より 5月8日まで連載したもの， 前掲， 同「科学的社
会主義研究」に収録）
「自由と国民主権の旗ーマルクス・エンゲルスと現代の革命ー」 「文化評論』 1976年7
月号， 8月号（前掲，同『科学的社会主義研究」に収録）
水田 洋
「マルクスとエンゲルス」同 r近代思想の展開』第5章所収，新評論， 1976年9月
村田陽一
「科学的社会主義の矩火をかかげて一邦訳「マルクス・エンゲルス全集」の完成によせ
て一」 「経済』 143号， 1976年3月
望月清司
「『ドイツ農民戦争」ー1848年革命の投影として」その 1,その2(エンゲルス・コメン
ター ル⑥） 「現代の理論j145号， 147号， 1976年2月， 4月
1977年（昭和52年）
天野和夫，片岡 屏，長谷川安正，藤田 勇，渡辺洋三編
「マルクス・エンゲルス」同「マルクス主義法学講座 8 マルクス主義古典研究』第
1部所収， 日本評論社， 1977年7月
長谷川正安「マルクス・エンゲルスと法学」同上，〔序〕所収
戒能通厚「イギリスにおける労働者階級の状態」同上，第1部所収
藤田 勇「ドイツ・イデオロギー」同上
田口富久治「共産党宣言」同上
清水 誠「ドイツ農民戦争」同上
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広瀬清吾「ドイツにおける革命と反革命」同上
安武敏夫「住宅問題」同上
桜木 澄和「オイゲン・デューリング氏の科学の変革」同上
江守 五夫「家族，私有財産および国家の起源」同上
森 英樹「ルートヴィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結」同上
西谷 敏「法曹社会主義」同上
淡路憲治
「エンゲルスとドイツ社会民主党ー『フランスとドイツにおける農民問題」を中心とし
て一」 (2)(エンゲルス・コメンタール⑨）「現代の理論』 157号， 1977年2月（前掲，
同『西欧革命とマルクス・エンゲルス』に収録）
「同」 (3)(同）「現代の理論』 161号， 1977年6月（同上収録）
「『崩壊論」とベルンシュタイン一晩年のエンゲルスとベルンシュタイン」入江節次郎，
星野 中編「帝国主義研究Ilー 帝国主義の古典的学説j所収，御茶の水書房， 1977年
3月
五十嵐顕
「マルクス・エンゲルスの教育思想」 「学生新聞』 1977年7月6日号， 13日号，学生新
聞社（同『マルクス主義の教育思想」に収録，青木書店， 1977年9月）
ラディスラウス・ルダシ，池田 浩士（訳）
「正統マルクス主義？」池田浩士編，訳『論争歴史と階級意識』第1部所収，河出書房
新社， 1977年10月
岩淵慶一
「フォイエルバッハと若きマルクスーエンゲルス説の批判的検討ー」 「立正大学人文科
学研究所年報』 14号，立正大学人文科学研究所， 1977年3月
海野八尋
「『資本論」以後のエンゲルス」杉原四郎，鶴田満彦，菱山 泉，松浦保編「マルク
ス主義の経済思想ー経済思想史2』, 5所収，有斐閣新書，有斐閣， 1977年3月
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大内 力
「マルクス・エンゲルスの農業論」 「経済学批判』 2号，社会評論社， 1977年4月
岡本博之
「弁証法的唯物論」 l司監修「科学的社会主義一その歴史と理論ー上」第2課第1章所
収，新日本出版社， 1977年10月
河西勝
「差額地代Iー 農業における資本蓄積と地代について」佐藤金三郎・岡崎栄松・降旗節
雄・山口重克編「資本論を学ぶVー 第三巻・資本主義的生産の総過程（下）』， 15所収，
有斐閣， 1977年12月
倉田 稔
「フリードリヒ・エンゲルスの実像を求めてーカール・マルクス「フランスにおける階
段闘争」へのエンゲルスの序文 (1895年）一」「人文研究』 53号， 小樽商科大学人文
科学研究会， 1977年3月
慶応義塾大学三田情報センター
「エンゲルス「反デューリング論」（空想から科学へ）公刊百年記念小展示 目録と解
説」同， 1977年11月
小林 晃
「マルクス・エンゲルスの財政論」 (4),(5)「唯物史観J17号， 18号， 1977年1月， 10月
小林良正
「望月清司「マルクス歴史理論の研究」を読んで感あり」 「経済』 153号， 1977年1月
島弘
「管理組織についての基礎的分析ーマルクス・エンゲルス・レーニンの展開」 「同志社
商学』 28巻5・6合併号，同志社大学商学会， 1977年3月
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瀬戸 明
「現代認識論の基本問題ーマルクス・エンゲルスの認識論ー」東京唯物論研究会編「現
代の唯物論研究』， Il所収，合同出版， 1977年7月
エンゲルス，カール・シュミット編，高田 爾郎（訳）
「エンゲルス（エンゲルス・レーニン軍事・政治論集I)」現代思潮社， 1977年9月
高原一隆
「近代的地方自治の 1原形ー1848年革命とマルクス・エンゲルスの国家・自治体認識」
「立命館産業社会論集』 17号， 1977年8月
竹内良知
「『反デューリング論」について」（エンゲルス・コメンタール⑩）「現代の理論JI157 
号， 1977年2月
田辺振太郎
「エンゲルスと「自然弁証法』」 「唯物史観』 18号， 1977年10月
中村 哲
「奴隷制・農奴制の理論ーマルクス・エンゲルスの歴史理論の再構成ー」東京大学出版
会， 1977年4月
長屋泰昭
「マルクス主義の国家観と政策意思形成ーマルクスとエンゲルスの所説を中心として」
「研究紀要』 26号，尾道短期大学， 1977年1月
布村一夫
「母権の復権のためにーモルガン「古代社会」 100年記念ー 」 「歴史評論」 11月号，
1977年11月（同『原始共同体研究」に収録，末来社， 1980年3月）
服部文男編
「講座史的唯物論と現代第2巻理論構造と基本概念」青木書店， 1977年5月
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中川 弘「唯物論的歴史観の確立ー「ドイツ・イデオロギー」第1巻第1篇検討・
試論ー」同上，第1部I, 3所収
黒滝正昭「生産諸カ・生産様式と生産諸関係」同上，第2部I, 1所収
中野 徹三「マルクス・エンゲルスにおける土台・上部構造概念ーその理論史的検討
」ー同上， 第2部訊 1所収（前掲， 中野「マルクス主義の現代的探
究」に収録）
服部 文男「マルクスとエンゲルスの階級概念の形成と展開「同上，第2部V, 1所
収（前掲，服部「マルクス主義の発展』に収録）
原田 実
「マルクスとエンゲルスの階級闘争概念の形成と展開」同上，第2部V,
2所収（同上収録）
「マルクスとエンゲルスの階級ディクタトゥール論の形成と展開」同上，
第2部v,3所収（同上収録）
「マルクスにおける市民社会概念について一『ドイツ・イデオロギー」を中心として一」
（下）「中京商学論叢』 24巻1号， 1977年7月
日隈威徳
「宗教」島田豊編「講座史的唯物論と現代第1巻人間と文化』， I所収，青木
書店， 1977年8月
福田静夫
「自然」同上
星野 中
「資本主義発展の歴史的傾向と新段階ーマルクス・エンゲルス」前掲， 入江， 星野編
r帝国主義研究I』所収， 1977年3月
細谷 昂
「唯物史観への道ー「ドイツ・イデオロギー」までのマルクス・エンゲルス」岡田与
好， 広中俊雄， 樋口陽一編「社会科学と諸思想の展開一世良教授還暦記念下」所
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収，創文社， 1977年8月（細谷「マルクス社会理論の研究一視座と方法」に収録，東
京大学出版会， 1979年9月）
向井俊彦
「歴史の必然性と主体」 「唯物論』 7号，汐文社， 1977年3月（同「唯物論とヘーゲル
研究」に収録，文理閣， 1979年9月）
向江 強
「歴史学における分析方法(2)ー エンゲルス「ドイツ農民戦争」をめぐる諸問題ー」 「科
学と人間』 5号， 日本科学者会議大阪支部哲学研究会， 1977年6月
山之内靖
「市民社会批判の先駆ーエンゲルスとヘスー市民社会の原子論的認識とその克服 そ
の二」「現代思想』， 5巻1号， 1977年1月
「同ーエンゲルスとヘス Iー 同 その三」「現代思想」 5巻2号， 1977年2月
「『経済学・哲学草稿」のアボリアについて一「経済学・哲学草稿」の方法論的展開 そ
の一」 「現代思想』 5巻9号， 1977年8月
「書評和田春樹著 マルクス・エンゲルスと革命ロシア』」『社会科学研究」 28巻6
号，東京大学社会科学研究所， 1977年3月
渡辺菊雄
「社会構成体と国家形態および階級闘争」 「科学と思想」 25号， 1977年7月
マルクス・エンゲルス，マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会（訳），大月書店編集部（解
説）
「ゴータ網領批判・エルフルト綱領批判」（改訳版）大月書店， 1977年6月
1978年（昭和53年）
鰺坂 真
「自由と必然性」『唯物論』 10号，汐文社， 1978年1月
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淡路憲治
「『フランスにおける階級闘争」と永続革命論ー2月革命とマルクス・エンゲルス」「岡
山大学経済学雑誌』 10巻3号， 1978年12月
生松敬三（執筆代表）
「マルクスーエンゲルスのドイツ・イデオロギー」長谷川国男編「世界の古典名著・総
解説』，哲学・思想・女性論・宗教・教育編所収， 自由国民社， 1978年7月
エンゲルス，カウッキー，井上五郎（編訳）
「エンゲルス，カウッキー往復書簡」「女性史研究』第6集，家族史研究会， 1978年6月
今村仁司
「マルクス研究の新動向一思想」『経済学史学会年報』第19号， 経済学史学会， 1978年
11月
岩崎允胤
「エンゲルス「反デューリング論』（哲学）」『経済』 172号， 1978年8月
上野俊樹，角田修一
「エンゲルス「反デューリング論』（経済学）」「経済』 173号， 1978年9月
榎原 均
「エンゲルス『国民経済学批判大綱』」同「「資本論」の復権一宇野経済学批判』第2章
第1節2所収，四季社， 1978年6月（初出，同「宇野『価値論」批判」所収， r序章』
14号，序章社， 1974年4月）
「『経済学批判要綱」以前のマルクス・エンゲルスによる資本の生産過程の分析」同上，
第4章第1節2所収（初出，同「宇野「価値論」批判已」所収， 『序章』 15号， 1974
年10月）
太田秀通
「歴史における階級• 国家・民族(1)ー 前近代」永原慶二，阪東宏編「講座史的唯物
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論と現代第3巻世界史認識』第一部I所収，青木書店， 1978年6月
「マルクスとエンゲルスの古代概念」同『世界史認識の思想と方法』， 第三部IX,二所
収，青木書店， 1978年8月
大沼正則
「「自然弁証法」ー今も新鮮な数々の教訓ー」田中 実， 今野武雄， 山崎俊雄編「自然
科学の古典をたずねて」下所収，新日本出版社， 1978年6月
大藪龍介
「マルクス・エンゲルスの国家論」現代思潮社， 1978年4月
「マルクス，ェンゲルスのドイツ国家論」同上，第六章所収
「後期エンゲルスの国家論」同上，第七章所収
岡崎三郎
「エンゲルスと国際社会主義運動」「唯物史観』 19号, 1978年5月
岡田 進
「エンゲルス「反デューリング論」 (3,社会主義ー出版100年によせて一）」「経済』 174
号， 1978年10月
バガトゥーリヤ，ヴィゴツキー，岡田 進，中野雄策（訳）
「マルクスと経済学の方法下」大月書店， 1978年9月
ジョン・プラムナッツ，小笠原弘親（訳）
「マルクスとエンゲルスは諸階級へと分裂した社会における国家の機能をどう考え，ま
たかれらは階級なき社会においてなにが消滅すると予言したであろうか」 J・プラム
ナッツ，藤原保信・小笠原弘親訳「近代政治思想の再検討 Vマルクス』第 16章四
所収，早稲田大学出版局， 1978年1月
楠井敏朗
「マルクス主義における「都市」＝『農村」問題ー『国民経済」揚棄の歴史的視点」「現代
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と思想』 33号， 1978年9月
黒滝正明
「科学的社会主義の形成ー初期マルクス・エンゲルスの思想」服部文男編『社会思想史
入門』，皿所収，青木書店， 1975年4月
古賀英三郎
「マルクス＝エンゲルスの革命論ー多数者革命論を中心に一」田口富久治編『講座 史
的唯物論と現代第5巻国家と革命』第1部1所収，青木書店， 1978年2月
是永束彦
「19世紀後半のフランス農民陪の動向ーマルクス・エンゲルスの小農論の検討ー」日高
普・大谷瑞郎・斎藤 仁・戸原四郎編「マルクス経済学一理論と実証ー』外国経済編
所収，東京大学出版会， 1978年6月
阪本秀行
「エンゲルスの労働組合論」「唯物史観』 19号， 1978年5月
芝田進午
『実践的唯物論の根本問題」青木書店， 1987年12月
城煤 登（執筆代表）
「マルクスーエンゲルスの共産党宣言」前掲『世界の古典名著・総解説』，政治編所収
杉原四郎
「マルクス・エンゲルスの「全集」と「年報」と「研究紀要』」「甲南経済学論集』 19巻
3号，甲南大学経済学会， 1978年11月（同『ミル・マルクス・河上 肇』に収録， ミ
ネルヴァ書房， 1985年1月）
瀬戸 明
「エンゲルスの認識論」同「現代認識論と弁証法』第 1章皿所収，汐文社， 1978年5月
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滝村隆一
「政治理論をめぐるマルクスとエンゲルス」「道』 1978年9月号， 世代群評社（同 r唯
物史観と国家理論」に収録，三一書房， 1980年5月）
土屋保男
「科学的社会主義の古典案内」
（『共産党宣言』，『ドイツ・イデオロギー』， 『空想から科学へ』， 『フォイエルバッハ
論』，『猿が人間になるについての労働の役割』，『家族，私有財産および国家の起源』，
『イギリスにおける労働者階級の状態』）「経済』 169号， 1978年5月
布村一夫
「民族学と歴史学と一老マルクス・エンゲルスの原始をめぐって一」「歴史学研究』，
462号， 1978年11月（同「共同体の人類史像Jに収録，長崎出版， 1983年12月）
花田功一
「資本の前貸と貨幣の前貸の問題についてーエンゲルスの書入れをめぐって一」「一橋
論叢』 80巻4号，一橋大学一橋学会， 1978年10月
林田茂雄
「自由論における形而上学と弁証法」『唯物論』 10号，汐文社， 1978年11月
阪東 宏
「歴史における階級・国家・民族(2)一近代」前掲「講座史的唯物論と現代第3巻世
界史認識」第一部I所収， 1978年6月
原 野人
「自然哲学批判ー自然弁証法の歴史的意義一」『唯物史観』 19号， 1978年5月
平野義太郎
「反デューリング論考」「経済』 176号， 1978年12月
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ジョン・プラムナッツ，広瀬順皓（訳）
「マルクスとエンゲルスによれば，何が社会変革の基本的決定要因であり，いかなる意
味においてそれは基本的なのであろうか」前掲「近代政治思想の再検討 V マルク
ス』第15章，ー所収， 1978年1月
「マルクスとエンゲルスは階級，階級闘争，階級利益によって何を理解していたのか」
同上，第15章，二所収
「マルクスとエンゲルスはイデオロギーによって何を意味したか。かれらは社会におけ
るその機能をどのように考えたか」同上，第15章，三所収
藤田 勇，田口富久治
「マルクス，工ンゲルスの国家・法理論ーその形成と展開」前掲 rマルクス主義法学理
論③マルクス主義法学の成立と発展〔外国〕』第1章所収， 1978年5月
藤田「はじめに」
「マルクス主義国家・法理論の形成過程」同上，第2節所収
「マルクス主義国家・法理論の展開過程」同上，第2節 1, 2所収
田口「晩年のエンゲルスにおける唯物史観の発展と法の諸問題」（藤田「補説」）同上，
第2節3, 4所収
廣松 渉
「生態史観と唯物史観口」「現代の眼』 1978年5月号， 現代評論社（同「生態史観と唯
物史観」に収録，ユニテ， 1986年7月）
福田 豊
「エンゲルスの国家論」「唯物史観』 19号， 1978年5月
不破哲三
「マルクスの社会発展史論とアジア的生産様式」「科学と思想』 29号， 1978年7月（同
「続・科学的社会主義研究」に収録，新日本出版社， 1979年5月）
細谷 昂
「初期マルクスと「資本論」一疎外論と物象化をめぐって一」 「経済学批判』 4号，
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1978年5月（前掲，同「マルクス社会理論の研究一視座と方法」に収録）
光岡博美
「労働者階級状態論に関する覚書きーF・エンゲルス「イギリスにおける労働者階級の
状態」を素材として一」「経済科学通信』 22号，基礎経済科学研究所， 1978年6月
ロルフ・バウアマン，ウオルガング・ヤーン，村田 雅威（訳）
「『反デューリング論』ーマルクス主義の百科事典ー」「唯物史観』 19号， 1978年5月
山田鋭夫
「マルクス研究の新動向一経済学」「経済学史学会年報」第16号， 1978年11月
吉田千秋
「『反デューリング論」と現代ー出版百周年によせて一」「科学と思想』 30号， 1978年
10月
米永政彦
「『ドイツ・イデオロギー」に関する2, 3の覚え書き一意識論を中心に一」「文学科論
集」 13号，鹿児島大学法文学部， 1978年3月
1979年（昭和54年）
いいだもも
「マルクス主義における体系と方法ー「反デューリング論」以後1世紀を記念して一」
「経営論集』 26巻2号，明治大学経営研究所， 1979年3月
池谷寿夫
「『人間的本質」と現実的個人ードイツ・イデオローグとマルクス＝ェンゲルスー」「哲
学』 29号， 日本哲学会， 1979年5月
E・バリバール，今村仁司（訳）
「『共産党宣言」の訂正」同 r史的唯物論研究』第I部所収，新評論， 1979年3月、
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岩崎允胤
「エンゲルス「反デューリング論」の哲学的遺産一刊行 100年を記念して一」同 r科学
的認識と弁証法』序章所収，梓出版社， 1979年4月
大塚秀之
「資本主義と外国人労働者ーマルクス・エンゲルス・レーニンの所説を中心に一」「研
究年報」 16号，神戸市外国語大学外国学研究所， 1979年3月
大野節夫
「『否定の否定」における継承と「再建』」同『生産様式と所有の理論ー「資本論」にお
ける「一般的結論」ー』第3章四所収，青木書店， 1979年10月
小川浩八郎
「『国民経済学批判大綱」におけるエンゲルスの地代論」同「経済学と地代理論』第1
章所収，青木書店， 1979年5月（初出， 『経済学論纂』 9巻4号，中央大学経済学研
究会， 1968年7月）
古賀英三郎
「国家論の基礎」全国社研連編『社会科学をいかに学ぶか」所収，汐文社， 1979年3月
小島恒久
「マルクス、エンゲルス紀行」同『マルクス紀行」改訂版，法律文化社， 1979年2月
重田澄男
「初期エンゲルスと近代社会批判ー資本主義の発見(2)」「法経研究』 27巻4号， 静岡大
学人文学部， 1979年3月（同「資本主義の発見―市民社会と初期マルクス」に圧縮収
録，御茶の水書房， 1983年1月）
柴田高好
「レーニン・エンゲルス国家論批判」同「マルクス政治学の復権』第1部二所収，論創
社， 1979年4月（初出，同「マルクス国家論の構造」所収，『現代の理論』， 1969年6
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月号）
「エンゲルスの自己批判の意味と限界」同上，第I1部二，二所収（初出，同「体系的マ
ルクス主義政治学の構造」所収，『マルクス主義政治学序説」第1部三， (3)所収， 三
一書房， 1964年4月）
「エンゲルスの国家死滅論とレーニンの二段階論」同上，第Il部二，二所収（初出，同
「スターリン国家論批判」所収，『現代の理論』， 1971年6月号）
鈴木幹久
「マルクスーエンゲルスのイギリス資本主義観」「名城商学』 28巻2・3・4合併号， 名
城大学商学会， 1979年2月
高島善哉
「国家論の課題ー反批判と自己批判のために一」同「現代国家論の原点ー富の支配と権
カの支配ー』第7章所収，新評論， 1979年2月
土屋保男
「『資本論」とマルクスの生涯」前掲「社会科学をいかに学ぶか」所収， 1979年3月
仲本章夫
「弁証法的唯物論の基本問題」同上，所収
西田照見
「『共産党宣言」の理論的未解決点」同『エコロジ一時代の社会思想 マルクス思想の
限境」序論第二節二所収，新評論， 1979年6月
「共同体・個人主義・公共性（付エンゲルスの北欧小市民論）」同上， 序論第二節十一
所収
「晩年のエンゲルスの分配方式論」同上，本論第一章第二節二所収
「マルクス・エンゲルスの「自由の国」論」同上，本論第一章第四節ー所収
布村一夫
「マルクス「文明の起源ノート」について，『古代社会ノート」のあと」「原始古代社会
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研究』 5号，原始古代社会研究会，校倉書房， 1979年10月（前掲，同「共同体の人類
史像』に収録）
根井康之
「なぜ，既成共産主義社会像は空虚なのか」同『市民社会と共同体ーマルクス思想を総
体化する一』第1章第1節所収，農山漁村文化協会， 1979年12月
服部文男，津島陽子
「小プルジョア主義の社会主義論と科学的社会主義」藤田 勇編「講座史的唯物論と
現代第6巻社会主義』第4部珊所収，青木書店， 1979年6月（前掲，服部『マル
クス主義の発展」に収録）
福留久大
「エンゲルスに罪あり？」「日本経済評論社月報」 25号， 1979年4月
細谷昂
「唯物史観の定礎ー「ドイツ・イデオロギー」研究」前掲，同『マルクス社会理論の研
究一視座と方法』第4章所収
水田珠枝
「女性解放思想史の方法と解放の展望ーむすびにかえて一」同「女性解放思想史』第10
章所収，勁草書房， 1979年2月
宮原将平
「エンゲルス氏との架空会見記」「唯物論』 11号，汐文社， 1979年5月
向井俊彦
「ヒューム因果論の批判的検討」「現代と唯物論』 5号， 1979年4月（同「唯物論とへ
ーゲル研究」に「ヒューム因果論の批判的検討ーヘーゲルならびにエンゲルスの因果
論と比較する視点から一」として収録，文理閣， 1979年9月）
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G・ カルトー フェン， H・プファイファー，山崎八郎（訳），小島恒久（解説）
戯曲「マルクスの生と死」労大新書，労働大学， 1979年11月（これは，マルクス，マル
クス夫人，エンゲルスの三人の対話劇）
良知 カ
「マルクス・エンゲルスにおける48年革命論の基礎構造」同編「（共同研究） 1848年革
命』第1章所収，大月書店， 1979年5月
1980年（昭和5年）
安達新十郎
「差額地代•第 2 形態論」同「地代論史の研究」下巻， 17章六所収，多賀出版， 1980年
2月
淡路憲治
「MEGAのProbebandからみた1859年のエンゲルスの「序文」の変更箇所について」
「岡山大学経済学会雑誌』 12巻1号， 1980年7月（前掲，同「西欧革命とマルクス・
エンゲルス」に収録）
宇佐美誠次郎
「『資本論」が生まれるまでーマルクスの学問と友情と生活ー」岡本博之， 宇佐美誠次
郎，横山正彦，木原正雄，林直道監修「マルクス「資本論」の研究」下， VI所収，
新日本出版社， 1980年10月
内田正弘
「『ドイツ・イデオロギー」の組税論」（上），（下）「下関市立大学論集』 23巻3号， 24 
巻1号，下関市立大学学会， 1980年3月， 7月
大野節夫
「エンゲルスの基本矛盾論の検討」「唯物論研究J3号，汐文社， 1980年11月
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沖浦和光
「＜社会主義~<共産主義＞の原像」同「近代の崩壊と人類史の末来』第W章所収， 日
本評論社， 1980年
「人類史的にとらえられたマルクス主義の意義」同上，第V所収
小倉利丸
「『資本論」第2巻エンゲルスの序文をめぐる価値論論争」 (1),(2)「富大経済論集』 26
巻 1号， 2号，富山大学経済学部，同経営短期大学部， 1980年7月， 1月
金子貞吉
「近代国家の形成」同「資本主義発展の基本理論ーマルクスの資本主義発展像の再構成
ー』第3章所収，青木書店， 1980年1月
小林利裕
「マルクス・エンゲルス研究」法律文化社， 1980年1月
「エンゲルスの出発点ー『国民経済学批判大綱』一」同上，第2章2所収
「マルクスとエンゲルスの関係ー『聖家族』ー」同上，第2章3所収
「主体的条件と客体的条件(1)ー 『ドイツ・イデオロギー」」同上，第2章4所収
「同(2)一『哲学の貧困』，『共産主義の原理』，『共産党宣言』ー」同上，第2章5所収
「弁証法ー『自然の弁証法』，『反デューリング論』一」同上，第4章「エンゲルスの展
開」 2所収
「唯物史観一『空想から科学への社会主義の発展』，『家族，私有財産及び国家の起源』，
『歴史における暴力の役割」ー」同上，第4章3所収
「イデオロギーー『ルードヴィヒ・フォイエルバッハとドイツ古典哲学の終結J-」同
上，第4章4所収
イ・ゲ・マールイー，是枝純弘（監訳）
「エンゲルスと統計（双書マルクス主義と統計2)」大月書店， 1980年4月
「エンゲルスと統計理論の一般的諸問題」（一，二，杉森滉一訳， 三，四， 長屋政勝
訳）同上，第一章所収
「エンゲルスの諸著作における経済統計の諸問題」（一， 桂 昭政訳，中江幸雄訳，
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三，泉 弘志訳，四，青柳和身訳）同上，第二章所収
「エンゲルスと政治統計および軍事統計の諸問題」（伊藤陽一訳）同上，第三章所収
斎藤多喜夫
「労働論の再検討ーマルクス・エンゲルスの創世紀」「歴史学の再建に向けて』 5号，
1980年11月
柴田高好
「『マルクス政治学の復権』をめぐって」「国家論研究』 19号， 1980年3月
田口幸一
「個人的所有とエンゲルスの『解釈」について」「阪南論集一社会科学編ー」 16巻 1号，
阪南大学， 1980年11月（前掲『社会主義と共同占有」に収録）
田中菊次
「経済学の現代的課題について」同編著『経済原論一学問としての経済学を求めて一」，
終章所収，青木書店， 1980年4月
田中吉六
「初期マルクスのフランス革命観ー『聖家族」を中心とする検討ー」「国家論研究』 19
号， 1980年3月
土屋保男
「『資本論」の邦訳をめぐって」「マルクス「資本論」の研究」下， VI所収，新日本出版
社， 1980年10月
寺本千名夫
「マルクス・エンゲルスにおける私的士地所有の止揚の論理の3タイプ」『経済と法』
12号，専修大学大学院学友会， 1980年
中川 弘
「書評 マルクス社会理論の視座と方法を巡って一細谷昂『マルクス社会論の研究J
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」ー「思想』 637号， 1980年7月
中村 清
「エンゲルスの「価値法則と利潤率Jについて」「西南学院大学経済学論集」 14巻2.
3合併号，西南学院大学学術研究所， 1980年2月
布村一夫
「原始共同体研究ーマルクス・エンゲルスと L.H.モルガンー」未来社， 1980年3月
「モルガン，フアイスン，ェンゲルスー＜家族の起源＞第1版，第4版によせて一」
同上，第3部1所収
「老マルクス」同上，第3部13所収
「「家族の起源」をめぐってーエンゲルス生誕150年記念ー」同上，第3部14所収
「掲権の正しい理解のためにーバッハオーフェン「古代書簡J100年記念ー」「家族史
研究』 2号，大月書店， 1980年10月（同「原始・母性は月であった」に収録，家族
研史究会， 1986年7月）
野島一郎
「マルクス・エンゲルス・レーニンとボーランド」「文化評論」 235号， 1980年11月
野村達朗
「1850年代初頭のアメリカにおけるドイツ人亡命者政治」 「研究報告集」 6号，愛知県
立大学， 1980年3月
服部文男
「マルクスおよびエンゲルスの思想の発展」岡本博之，宇佐美誠次郎，横山正彦，木原
正雄，林直道監修「マルクス「資本論」の研究」上， I, 1所収，新日本出版社，
1980年9月
「マルクス・エンゲルスの経済学研究の歩み」同上， I, 2所収
浜林正夫，鈴木幹久，安川悦子
「エンゲルス イギリスにおける労働者階級の状態（古典入門）」有斐閣新書，有斐閣，
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1980年7月
「フリードリヒ・エンゲルスの人と思想ー初期エンゲルスの思想形成ー」（安川）同
上，第1章所収
「エンゲルスの時代と社会」（浜林）同上，第2章所収
「『イギリスにおける労働者階級の状態』」 (1~6浜林， 7~12鈴木）同上，第3章所収
「『労働者階級の状態Jーその後」 (1~2安川， 3浜林， 4鈴木）同上，第4章所収
林田茂夫
「社会的生産と私的所有の矛盾とは何かーエンゲルスの見解の問題点ー」「唯物論研
究』 3号， 1980年1月
原田 実
「初期マルクスの経済的諸範疇ー「ドイツ・イデオロギー」の経済学的考察ー」「中京商
学論叢J27巻 1号， 1980年7月
平田清明
「経済学のプランと方法ーM・リュベールの所説によせて一（上）」「経済論叢』 126巻3
• 4合併号，京都大学， 1980年10月（同「経済学批判への方法叙説」に収録，岩波書
店， 1982年10月）
廣松 渉，井上五郎（補註）
『マルクスの思想圏一本邦未紹介資料を中心に一」朝日出版社， 1980年 12月（これは
「エビステーメー」 1975年10月から1976年10月に連載された「マルクス・エンゲルス
の思想隠」の③「エンゲルスと青年独逸派」をのぞいた部分を改訂増補したもの）
廣松 渉，津田道夫
「討論 マルクス国家論の根本問題一津田「国家と革命の理論」と柴田高好」「国家論
研究』 19号， 1980年3月
別府芳雄
「青年ヘーゲル学派とマルクス(6)一若きエンゲルス」「研究論集」 17・18合併号， 千葉
153 
154 闊西大學「継漬論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
敬愛経済大学経済学会， 1980年6月
馬渡尚憲
「フリードリッヒ・エンゲルス」桜井毅・山口重克・｛宅美光彦・伊藤誠編「経済学
Iー 資本主義経済の基礎理論ー』第I部第5章1所収，有斐閣， 1980年4月
向井俊彦
「『実践的唯物論」が唯物論のマルクス主義的形態か一芝田進午氏『実践的唯物論の体
系」の批判的検討ー」『唯物論研究』第2号， 1980年9月
1981年（昭和56年）
青木孝平
「労働力再生産と家族法」「早稲田大学法学雑誌』 31巻， 早稲田大学法学会， 1981年3
月（同「資本論と法原理』に収録，論創社， 1984年5月）
秋間 実
『哲学を学ぶ人ヘー「フォイエルバッハ論」を読む」大月書店， 1981年10月
浅原正基
「社会主義革命にかんするマルクス・エンゲルス・レーニンの基本文献目録」同編著
「レーニンの世界社会主羨革命の理論ー研究ノート』，第1輯所収，協同産業出版部，
1981年3月
阿部 功
「『ドイツ・イデオロギー」とマルクス エ‘／ケルスー現代国家論のためのノートー(4)
」ー 「ばいでいあ』 5号，大阪薬科大学， 1981年3月
淡路憲治
「西欧革命とマルクス・エンゲルス」未来社， 1981年10月
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岩瀬充自
「マルクス・エンゲルスにおけるマルクス主義の形成とその展開」橋本剛編著「社会
思想史』第Vl1章所収，青木教養選書，青木書店， 1981年11月
北村実
「『実践的唯物論」と「弁証法的唯物論』」 「唯物論』 55号，東京唯研， 1981年8月
小倉利丸
「『資本論」第2巻エンゲルスの序文をめぐる価値論論争(3) 完」 「富大経済論集』 26
巻3号， 1981年3月
後藤 洋
「フランスープロイセン戦争に対する「アイゼナッハ派」の態度とマルクス・エンゲル
スの立場」 「社会科学雑誌』 4号，鹿児島大学教養部， 1981年9月
島崎 隆
「実践的唯物論および哲学の根本問題にかんする一試論」 「唯物論』 55号，東京唯研，
1981年8月
清真人
「『フォイエルバッハ論」と「テーゼ」とのあいだー主体・客体（実践）弁証法の哲学
的性格の問題をめぐって一」 「唯物論』 55号，東京唯研， 1981年8月
高橋正雄
「国家論をめぐって一ある学会でのこと一」 「現代の理論』 178号， 1981年3月
滝村隆一
「エンゲルス「起源」における国家論の位相」同「国家の本質と起源J, I第一章所収，
勁草書房， 1981年6月
「エンゲルス国家論の解体」同上， 1第四章所収
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田中真睛，小島修一
「経済思想史におけるロシア論一共同体の問題を中心にして一」「経済学史学会年報』
第19号， 1981年11月
中川辰洋
「リュベル福「資本論』第二部を読む」 「経済評論』 1981年6月号， 日本評論社
ヴェ・エム・チクヒヴァーゼ他編，中山研一，上田 寛（訳）
「Oェンゲルス，国家と法」成文常， 1981年3月
ヴェ・エム・チヒクヴァーゼ，エリ・エス・マムート「国家および法の理論家として
のエンゲルス」同上，第一章所収
ヴェ・エフ・コトク，エヌ・ペ・ファルベロフ「国家の起源，本質および歴史的運命
に関するエンゲルスの学説」同上，第二章所収
ヴェ・エヌ・マノフ，ヴェ・イェ・グリエフ「国家の相対的自立性に関するエンゲル
スと今日の現実」同上，第三章所収
エヌ・ア・ルカショーヴァ，エル・オ・ハルフィーナ「法と合法性に関するエンゲル
ス」同上，第四章所収
ヴェ・ア・トウマーノフ「法学的世界観に関するエンゲルス」同上，第五章所収
ヴェ・エス・ネルセシャンツ「エンゲルスとヘーゲル法哲学」同上，第六章所収
中村 達
「A.スミス及び F.エンゲルスの軍事思想に関する一考察」 「社会科学雑誌』 4号，
鹿児島大学， 1981年9月
服部文男
「エンゲルスの青年時代と学習」「月刊 学習』 245号， 1981年3月
不破哲三
「レーニンと哲学論争ー『唯物論と経験批判論」によせて(1)-」「文化評論』 1981年12
月号，新日本出版社（同『「資本論」と今日の時代」に収録， 新日本出版社， 1982年
5月）
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別府芳雄
「唯物史観における生の生産および再生産について（上）ー南亮三郎先生に捧ぐ」 『研究
論集』 20号，千葉敬愛経大， 1981年12月
1982年（昭和57年）
鰺坂 衷
「エンゲルスの自由論は『笑うべき楽観主義』か一岩瀬充自氏の批判にこたえる一」「現
代と唯物論』 7号， 日本科学者会談京都支部弁証法研究会編，文理閣， 1982年11月
阿部 功
「市民社会一国家論の再審ー『ドイツ・イデオロギー」を中心に一」「社会思想史研究』
（社会思想史学会年報） 6号，北樹出版， 1982年9月
天野勝行
「古典案内 F. エンゲルス『イギリスにおける労働者階級の状態』」 「経済学批判』 1
号， 1982年 1月
石川治夫
「F.エンゲルスの『下からの革命」概念と『上からの革命」概念一社会構成体移行論
における「上からのプルジョア革命」概念の批判のために」「三田学会雑誌』 75巻6
号，慶応義塾経済学会， 1682年12月
H. クーノー，石塚正英（訳）
「母権支配の経済的基礎」 『女性史研究』第15集， 1982年
岩瀬充自
「『実践的唯物論」論争によせて」 『唯物論』 56号，東京唯研， 1982年8月
上野俊樹
「イデオロギーとは何か」同『経済学とイデオロギー』第5章所収，有斐閣， 1982年5
月
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柿岡時正
「唯物論と経験論」「季報唯物論研究』 6号，大阪唯物論研究会哲学部会， 1982年7月
笠井雅直
「マルクス・エンゲルスの軍事史の方法（上）一軍事的対応＝編成替え視点について」
「経済科学』 30巻1号，名古屋大学経済学部， 1982年9月
栗田康之
「エンゲルス国家論への覚書」「秋田経済大学・秋田短期大学論叢」 29号， 1982年3月
黒沢惟昭
「『西欧マルクス主義」とエンゲルスの一鮪ーセバスティーノ・テイムパナーロ「唯物
論」の紹介にかえて一」 『季報唯物論研究』 6号，大阪唯研， 1982年7月
佐久間孝正
「マルクス・エンゲルスとダーウィンーダーウィン「書簡」をめぐる問題」 「経済と社
会』 10号，東京女子大学社会学会， 1982年2月
重田澄男
「唯物史観の形成におけるエンゲルス主導説」 「静岡大学法経研究』 31巻1・2合併号，
静岡大学法経学会， 1982年7月（前掲，同「資本主義の発見一市民と初期マルクス」
に圧縮収録）
鈴木春二
「後発資本主義の構造分析の方法論的一考察ーマルクス・エンゲルス・レーニンのロシ
ア社会論の検討」 「法大大学院紀要』 9号，法政大学大学院， 1982年10月
鈴木 亮
「ジョン・ミラー「階級区分の起源」についてースミス時代の「家族・私有財産・国家
の起源」 (1)」 「佐賀大経済論集』 14巻3号，佐賀大学経済学会， 1982年3月
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田中真晴
「書評淡路憲治「西欧革命とマルクス，ェンゲルス』」「岡山大学経済学雑誌』 14巻
1号， 1982年6月
中川 弘
「科学的社会主義の古典を学ぶためにーマルクス・エンゲルスの主要著作案内一」 「経
済』 217号， 1982年5月
西川長夫
「マルクス・エンゲルスの革命理論とボナパルテイズム論一淡路憲治氏の所説（『西欧
革命とマルクス・エンゲルス』）にこたえて」「立命館文学』 439・440・441合併号，
立命館大学文学部， 1982年3月（『北城』 15号， 1982年12月に再録）
野村達朗
「フリードリヒ・エンゲルスのアメリカ旅行」 「研究報告集』 7号， 愛知県立大学，
1982年3月
廣松 渉
「唯物史観の宜揚」「思想』 695号， 1982年5月（前掲，同「物象化論の構図」に収録）
「マルクス・エンゲルス革命論の栞」マルクス・エンゲルス，廣松 渉，片岡啓治編，
訳，解説「マルクス主義革命論史I,マルクス・エンゲルスの革命論』，「解説」所収
紀伊国屋書店， 1982年8月
廣松 渉，山本耕一
「唯物史観と国家論」論創社， 1982年2月
福岡猛志
「「芸術の時代」についてーエンゲルス「家族， 私有財産， 国家の起源」第1章に関す
るノート」文化問題談話会編「文化への視点』，光和堂， 1982年6月
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福田静夫
「『自然の本源性」の理論的性格」同「自然と文化の理論1,IV所収，青木書店， 1982年
5月
福富正美
「滝村国家論とわたしの立場ーエンゲルスの遺稿『フランク時代」第1章の位置づけを
中心にして一」 「道』 12巻2号，世代群評社， 1982年7月（前掲「社会主義と共同占
有』に収録）
不破哲三
「哲学の二つの陣営と自然科学ー『唯物論と経験批判論」によせて(2)-」『文化評論」
1982年2月号（前掲， I司「「資本論」と今日の時代」に収録）
「経済学・文学・反映論ー『唯物論と経験批判論」によせて(3)一」『文化評論』 1982年
3月号（同上収録）
「『資本論」と今日の時代」 (1), (2), (3)「前衛』 1982年1月号， 2月号， 3月号（同上
収録）
「『資本論」と今日の社会主義ー「資本論」と今日の時代(41-」 「前衛』 1982年4月号
（同上収録）
別府芳雄
「唯物史観における生の生産および再生産について（中）一南亮三郎先生に捧ぐ」
『研究論集』 21号，千葉敬愛経大， 1982年3月
「同（下）ー同」『研究論集」 22号，千葉敬愛経大， 1982年7月
星野 中
「エンゲルスと『労娯同盟』」 「経済学雑誌』 82巻6号，大阪市立大学， 1982年3月
「第1インターナショナルと農民問題(1)ー 続・エンゲルスと「労漿同盟」ー」，「同(2)―
同」『経済学雑誌』 83巻1号， 2号，大阪市立大学， 1982年5月， 7月
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ドイツ史博物館，ディーツ出版社，マルクス＝エンゲルス編集部編，マルクスーエンゲル
ス全集刊行委員会（訳），池田光義（訳協力）
r伝記アルバム マルクスーエンゲルスとその時代」大月書店， 1982年11月
望月清司
「『経済学・哲学草稿」と『ドイツ・イデオロギー」ー初期マルクスの社会ー歴史認識」
望月清司，内田 弘，山田鋭夫，森田桐郎，花崎泉平「マルクス，著作と思想＜現
代＞を解く鍵の再発見』第1章所収，有斐閣新書，有斐閣， 1982年11月
「『共産党宣言』ー恐慌と革命の歴史理論」同上，第2章所収
山内 禎
「未開社会と史的唯物論」（上），（中），（下）「思想』 699号， 700号， 701号， 1982年5
月， 6月， 7月
吉村忠穂
「エンゲルスの所謂「政治的遺言」 (1895年）と現代革命」『亜細亜大学教養部紀要」 62
号，亜細亜大学教養部， 1982年11月
若林 退
「『共産党宜言」をどう学ぶか」 (1),(2), (3), (4), (5)「月刊学習』 260号， 261号， 262
号， 264号， 266号， 1982年6月， 7月， 8月， 10月， 12月
渡辺利文
「『プロレタリアートの全面発達」に関する1844-45年のマルクス・エンゲルスの見解」
「松山論叢』 5号，松山商科大学， 1982年7月
1983年（昭和58年）
F. エンゲルス，秋間 実，藤川 覚（訳），秋間 実（注）
「大月センチュリーズエンゲルス フォイエルバッハ論」大月書店， 1983年3月
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荒牧正憲
「エンゲルスとの出合い」 「まなぶ」増刊号，労働大学， 1983年12月
有賀定彦
「物象化と市民社会」同「資本主義論序説」第2章所所収， ミネルヴァ書房，1983年5月
伊藤セッ
「マルクスの婦人解放論」 「唯物論研究』 8号，汐文社， 1983年5月
井上五郎
「紹介 エンゲルス・ハウス」「社会思想史通信』5号，社会思想史学会事務局， 1983年
岩佐 茂
「唯物論と科学的精神一「唯物論と経験批判論」の世界ー」白石書店， 1983年7月
岩崎充胤
「マルクス主義哲学における弁証法の問題」「唯物論研究』 8号，汐文社， 1983年5月
大井 正
「プロレタリア独裁とマルクス」同著者代表「マルクス思想の学際的研究』， I所収，
長崎出版， 1983年12月
大谷禎之介
「『信用と架空資本」（『資本論」第3部第25章）の草稿について」（上）， （中）「経済志
林」 51巻2号， 3号， 1983年10月， 12月
Ch. ビュン＝グリュクスマン，大津真作（訳）
「実践と諸実践ーラプリオーラ，グラムシ，ェンゲルス」同『グラムシと国家』第5部
第3章所収，合同出版， 1983年6月
L. F. イリチョフ編，近江谷左馬之介（訳）
「エンゲルス伝J労働大学， 1983年4月（向坂逸郎「エンゲルスのマルクス主義への貢
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献」を巻頭に，訳者の「訳業を終えてーエンゲルスの日和見主義批判ー」を巻末にお
さめている）
大藪龍介
「エンゲルスの理論的破綻」同『近代国家の起源と構造』第1章第1節所収，論創社，
1983年10月
「国家発生に関する諸説への批判」同上，第1章補説所収
ボプ・ジェソップ，小野耕二（訳）
「マルクス，ェンゲルスの国家論」ボブ・ジェソッフ゜，田口富久治・中谷義和・加藤哲
郎・小野耕二訳「資本主義国家ーマルクス主義的諸理論と諸方法ー』， 1所収，御茶
の水書房， 1983年7月
笠井雅直
「マルクス・エンゲルスの軍事史の方法一軍事的対応一編成替え視点について（下）」
『経済科学』 31巻 1号，名古屋大学， 1983年9月
加藤義忠
「国家の必然性とその本質ーエンゲルス国家論の分析を中心として」『商学論集』 28巻
5号，関西大学商学会， 1983年12月
H.J. シュタインベルグ，栗原 優（訳）
「エンゲルス」 H.U. ヴェーラー編， ドイツ現代史研究会訳「ドイツの歴史家」第2巻
所収，未来社， 1983年4月
後藤 靖
「マルクス・エンゲルスのボナパルテイズム概念の殷開について(1)」『立命館経済学」
32巻2号，立命館大学経済学会， 1983年8月
斎藤紀生
「『マルクス・エンゲルスの音楽論」研究への序説」芝田進午編『社会科学年報』 7号，
合同出版， 1983年12月
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阪部有伸
「マルクス・エンゲルスの軍事理論と現代一軍事技術を中心として一」 『経済』， 227号
1983年3月
重田澄男
「あらたな歴史観の確定」前掲， 同「資本主義の発見ー市民社会と初期マルクスー」，
lI所収， 1983年1月
鈴木幹久
「マルクス・エンゲルスのイギリス労働組合観」宮本憲一， 大江志乃夫， 永井義雄編
「市民社会の思想ー水田 洋教授退官記念論集」所収，御茶の水書房， 1983年4月
鈴木 亮
「ジョン・ミラー「階級区分の起源』についてースミス時代の「家族・私有財産・国家
の起源」 (2)完」 「佐賀大経済論集』 16巻2号， 1983年9月
田中幸一
「社会主義と共同占有ー「個人的所有の再建」論争によせて一」「阪南論集一社会科学
編ー 』 18巻4号， 1983年3月（前掲「社会主義と共同占有」に収録）
田村秀夫
『マルクス・エンゲルスとイギリス」研究社出版， 1983年3月
「若きエンゲルスとイギリス」同上， 1所収
「エンゲルスとマンチェスター」同上， 2所収
「エンゲルスとマルクス」同上， 3所収
「エンゲルスのロンドン来住」同上， 4所収
「マルクス亡きあとのエンゲルス」同上， 5所収
「エンゲルスの青春」同「マルクスとその時代」， Il所収，中央大学出版部，1983年3月
「ダモーンとヒ°ンティアスーマルクスとエンゲルスの出会い一」同上，皿所収
「マルクス・エンゲルスのロンドン」同上， W所収
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寺尾 誠
「『宣言」と「資本論」の間より」 「三田学会雑誌』 76巻3号， 慶応義塾大学， 1983年
8月
F. エンゲルス，寺沢恒信，村田陽一（訳），・寺沢恒信（注）
「大月センチュリーズエンゲルス 空想から科学へ」大月書店， 1983年3月
野村正美
「マルクス・エンゲルスの労働組合論と革命論」「岡山大学経済学会雑誌』 14巻3, 4 
号， 1983年12月
服部文男
「新「マルクス・エンゲルス全集」とマルクス・エンゲルス研究の新段階（マルクス没
後100周年にさいして）」 「経済』 227号， 1983年3月（前掲， 同「マルクス主義の形
成」に収録）
花田仁吾
「差額地代I・農産物価格規定論争ー大内氏のエンゲルス， マルクス批判への批判」
（上），（中），（下）完「経済』 233号， 234号， 235号， 1983年9月， 10月， 11月
塙 遼ー．
「『ドイツ・イデオロギー」における婦人解放の思想（ノート）」『農家生活研究所所報』
4号， 日本女子大学農家生活研究所， 1983年3月
林登良夫
「アキルレ・ロリア (1857~1943年）によせてーマルクスとの最初の交信からエンゲル
スとの決裂までをふりかえりつつロリア問題を考える」 「下関市大論集』 26巻3号，
1983年1月
林真左事
「『自然弁証法』の意義と編集問題ーマルクス主義唯物論の復権のために一」「インパク
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166 闊西大學「経清論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
ション』 21号，イザラ書房， 1983年1月
「『ドイツ・イデオロギー」の世界観」上，中，下 rィンパクション』 24号， 25号， 26 
号， 1983年7月， 9月， 11月
廣松 渉
「『共産党宜言」の思想」 (1),(2), (3)「インパクション』 23号， 24号， 25号， 1983年5
月， 7月， 9月
廣松 渉
「物象化論の構図」岩波書店， 1983年11月
福富正美
「1880年代のマルクスの世界革命における『個人的所有の再建」論と「社会的再生の拠
点」論の結合について一現代革命論における＜失われた視座＞はなにか一」 『研究所
報j10号，阪南大学産業経済研究所， 1983年1月（前掲「社会主義と共同占有」に収
録）
「『むらの再生」と社会主義一甦るエンゲルス」「阪南論集一社会科学編ー』 18巻4号，
1983年3月（前掲「社会主義と共同占有」に収録）
不破哲三
「講座「家族，私有財産および国家の起源」入門」新日本出版社， 1983年3月（『月刊
学習」に1981年8月号より 1982年12月号まで連載したもの）
「マルクスにおける革命と科学一没後100周年にさいして」（上）， （中），（完）『経済」
227号， 228号， 229号， 1983年3月， 4月， 5月
「社会主義入門ー「空想から科学へ」百年ー」新日本出版社， 1983年4月（『赤旗」日曜
版に1982年1月から12月まで連載したもの）
星野 中
「マルクス・エンゲルスと農民」 (1), (2)「経済学雑誌』 84巻2号， 3号， 大阪市立大
学， 1983年7月， 9月
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南塚信吾
「マルクス＝エンゲルスのハンガリー革命論を越えてーサボー・エルヴィン」 「歴史評
論』 339号， 1983年7月
K. マルクス， F.エンゲルス，村田 陽一（訳，注）
「大月センチュリーズ マルクスーエンゲルス 共産党宜言」大月書店， 1983年3月
山本 啓
「国家論からみたマルクス」「別冊経済セミナー マルクス死後100年』第4部所収，日
本評論社， 1983年2月
吉田憲夫
「マルクスの社会主義像」同上，第4部所収
若林 週
「『共産党宣言』をどう学ぶか」 (6),(7), (最終回）「月刊学習』 267号， 268号， 270号，
1983年 1月， 2月， 3月
1984年（昭和59年）
明石一紀
「古代・中世の家族と親族」『歴史評論』 416号， 1984年12月
足立正恒
『唯物論と弁証法」新日本新書，新H本出版社， 1984年7月
石田精一
『「反デューリング論」の哲学研究』新日本出版社， 1984年6月
井上五郎
「『家族の起源」初版をめぐって」 「女性史研究』第18集， 1984年6月
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岩崎允胤
「人間と社会の弁証法」梓出版社， 1984年4月
上野俊樹
「『家族，私有財産及び国家の起源」の現代的意義ー「国家二重機能論」との関係にお
いて」 「経済』 246号， 1984年10月
大谷禎之介
「信用と架空資本（『資本論」第3部第25章）の草稿について」（下）「経済志林」 51巻
4号， 1984年3月
河村 望
「人類学・社会学における「起源』の意義」同上
鬼頭清明
「日本古代国家史研究と「起源」の意義」同上
杉原四郎
「『起源」雑感」『女性史研究』第19集， 1964年12月（同「読書颯々』に収録）未来社，
1987年8月
アネット・クーン，住沢とし子（訳）
「家族における家父長制と資本の構造」 A. クー ン， A. ウォルプ編，上野千鶴子他訳
『マルクス主義フェミニズムの挑戦」第3章所収，勁草書房， 1984年1月
田口幸一
「日本農業の再生とマルクス・エンゲルスの農民論ーマルクス主義農民論序説ー」 「阪
南論集一社会科学編ー』 19巻3号， 1984年1月
田代洋一
「マルクス・エンゲルスの土地所有，農民論」（上），（下）『経済』 237号， 238号， 1984
年1月， 2月
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田中良明
「『フランスとドイツの農民問題」におけるエンゲルスの農民論」「法経論集経済・経
営編I』105号，愛知大学法経学会， 1984年7月
ロイジン・マクダナウ，レイチェル・ハリソン，千本 暁子（訳）
「家父長制と生産関係」前掲「マルクス主成フェミニズムの挑戦』第2章所収
土屋保男
「マルクスヘの旅」新日本出版社， 1984年9月
常盤政治
「差額地代Iをめぐる論争」久留島陽三，保志 拘，山田喜志夫編「『資本論体系」
（富塚良三，服部文男， 本間要一郎編集代表） 7地代・収入』第Il部 2所収，有斐
閣， 1984年5月
中山蘇美編，解説
「『家族の起源」邦訳書目録」，「『家族の起源」研究文献目録」 「女性史研究』第18集，
1984年6月
布村一夫
「エンゲルスをささえた女たちー「家族の起源」における近代婚姻法ー」「女性史研究』
第19集， 1984年12月（同「マルクスと共同体』に収録，世界書院， 1986年10月）
布村一夫，家族史研究会監修
「この本を改訳したい 「家族の起源」注解」「女性史研究」第18集， 1984年6月
服部文男
「マルクス・エンゲルス研究の最近の動向と課題」 「経済」 237号， 1984年 1月（前掲，
同「マルクス主義の形成」に収録）
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服部文男，黒滝正明
「『共産主義者同盟文書および資料」の意義について」「科学と思想』 51号， 1984年1月
（前掲，服部「マルクス主義の発展」に収録）
福富正実
「取得方式論抜きの宇野学派的＜マルクス批判>と＜ェンゲルス批判＞の妄想（現代社
会主義論争の展開と宇野経済学の自己破綻について2)」 「阪南論集一社会科学編一j
19巻4号， 1984年3月
福富正実，田口幸一
「社会主義と共同占有一「個人的所有の再建」論争と甦るマルクス・エンゲルスー」創
樹社， 1984年2月
「現存する社会主義の段階規定の問題によせて一＜生産者の自由>と＜緑の大地＞と
＜人間世代の永続＞のための社会主義経済学を求めて一」同上，第三部所収
不破哲三
「盟友エンゲルスのこと」同「現代に生きるマルクス」所収，新日本出版社， 1984年3
月
松井秀枝
「モルガン・エンゲルスによせて」 「女性史研究』第19集， 1984年12月
丸山敬一
「マルクス・エンゲルスと民族自決権」「法学雑誌』 30巻3・4合併号， 大阪市立大学
法学会， 1984年3月
山口正之
「自然・労働・社会」同「現代社会経済学一労働の社会化の歴史と理論ー』第2章所
収，青木書店， 1984年6月
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吉村忠雄
「『空想から科学へ」（エンゲルス）に関する考察」 『亜細亜大学教養部紀要』 29号，
1984年6月
米田佐代子
「現代の“家族の危機”とその方向ー「起源」から学ぶもの一」「経済」 246号， 1984月
10月（同『婦人論ノート」に収録，新日本出版社， 1986年1月）
1985年（昭和60年）
荒川 繁
「『資本論」第二巻ロシア語訳をめぐる一考察」 「経済』 255号， 1985年7月
市原健志
「『資本論」第2部の諸草稿とエンゲルスの編集について」「商学論纂』 27巻2号，中央
大学商学研究会， 1985年9月
上島 武
「国家は死滅するか？ーエンゲルスと， その後継者たち」「社会主義経済研究』 4号，
社会主義経済研究会， 1985年4月
江守五夫
『家族の起源ーエンゲルス「家族，私有財産および国家の起源」と現代民族学」九州大，
学出版会， 1985年6月
「女子労働の発展と家父長制の止場ーエンゲルス「家族起源論」によせて」 「法学セミ
ナー増刊総合特集シリーズ31 これからの家族』，日本評論社， 1985年10月
太田秀通
「エンゲルス「起源」における英雄時代」 「歴史学研究』 540号， 1985年4月
大谷禎之介
「「資本主義的生産における信用の役割」（『資本論」第3部第27章）の草稿について一
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172 閾西大學「経清論集」第38巻第 1号 (1988年4月）
「資本論J第3部第1稿から一」「経済志林」 52巻3・4合併号， 1985年3月
大町 健
「日本の古代国家と「家族， 私有財産および国家の起源』」『歴史学研究」 540号， 1965
年4月
金井淑子
「婦人論から女性論ヘー女性解放論百年の射程」『女性史研究と現代社会」 3号，東京
女性史研究会， 1985年7月
鬼頭清明
「東アジアにおける国家形成史の理論的諸問題ー日本古代国家の形成を素材に一」『歴
史学研究」 540号， 1985年4月
斎藤紀生
「『マルクス・エンゲルスの絵画論」研究への序説」芝田 進午編「社会科学年報』 8
1985年1月
向坂逸郎
「マルクス・エンゲルス著作解題」「社会主義』特別号外，社会主義協会， 1985年5月
佐々木哲郎
「国家と戦争と革命ーマルクス・エンゲルス・レーニン一(1)」「経済論集』， 10巻2号，
東洋大学経済研究会， 1985年1月
デイヴィド・マクレラン，重田晃一，松岡 保，若森章孝，小池 油（訳）
「エンゲルスの貢献」『同アフター・マルクス』第1章所収，新評論， 1985年9月
杉原四郎，小島修一
「エンゲルス生誕150年記念文献目録」 「甲南経済学論集』， 25巻3号， 1985年2月
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高村慎吾
「エンゲルスと軍事問題」 (1),(2)「六甲台論集』 32巻2号， 3号，神戸大学大学院研究
会， 1985年7月， 10月
土屋保男
「随想エンゲルス没後90年に想う」「学生新聞』 1985年 1月12日号
中西 毅
「フリードリヒ・リストの国民経済学の特質とマルクス・エンゲルスのリスト批判」住
谷一彦，田村信一，小林純編「ドイツ国民経済の史的研究ーフリードリヒ・リストか
らマックス・ヴェーバーヘ」所収，御茶の水書房， 1985年11月
中山そみ
「『起源」のなかの母権」「女性史研究と現代社会」 3号， 1985年7月
中村太和
「エンゲルス『社会化」論と国有規定」『経済理論』 206号，和歌山大学経済学会， 1985
年7月
布村一夫
「生命の生産と再生産は一元である一いわゆる青山・玉城論争の解決ー」『歴史学研究』
540号， 1985年4月（前掲，同「マルクスと共同体』に収録）
「『家族の起源』での近代婚姻法，上代日本に双系制はなかった」「女性史研究と現代社
会」 3号， 1985年7月
服部文男
「『資本論」第二巻刊行100周年をむかえて」 「経済』 255号， 1985年7月
早池峰豊
「エンゲルス「自然弁証法」の批判的継承のために」「早稲田大学新聞』 1965年10月24
日付，早稲田大学新聞会
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174 闊西大學「鰹清論集」第38巻第1号 (1988年4月）
姫野教善
「資本主義の「基本的矛盾」 (F.エンゲルス）と「生きている矛盾」 (K.マルクス）
についての考察」 「商経論集」 20巻3号，北九州大学商経学会， 1985年2月
福井英雄
「現代国家論とエンゲルス「起源Jの意義」 「科学と思想』 57号， 1985年7月
細谷 昂
「新明社会学とマルクス・エンゲルス」東北社会学研究会「新明社会学とその周辺」
（『社会学研究」特別号） 1985年
山崎カヲル
「エンゲルス・フェミニズム・人類学」『女性史研究と現代社会」 3号， 1985年7月
山田照美
「マルクス・エンゲルスからみたバルザック」「外国語外国文化研究』 6号， 関西学院
大学法学部外国語研究室， 1985年3月
横川 洋
「農業における土地国有の社会化に関するマルクス・エンゲルス・カウッキーの構想」
椎名 重明編「団体主義一その組織と原理」所収，東京大学出版会， 1985年10月
横山正彦
「マルクス経済学体系における「資本論』第二巻の意義」 「経済JI255号， 1985年7月
後記 本稿を編むにあたり，多くの方々の御教示にあずかったが，とりわけ小池滞，鈴
木宜則， 種村完司， 中西新太郎， 布村一夫， 野村達郎の諸氏から貴重な情報をいただい
た。記して御礼申し上げる次第である。
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